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一
九

は
じ
め
に

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
淸
華
簡
（
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
）
の
『
繫
年
』
は
、

西
周
前
期
か
ら
戰
國
前
期
ま
で
の
史
事
を
記
述
し
た
文
獻
で
あ
り
、
計
二
三
章
か

ら
な
る（

1
）。
そ
の
第
三
章
に
「
三
監
の
亂
」
に
關
す
る
記
述
が
見
え
る
。

淸
華
簡
『
繫
年
』
第
三
章（

2
）

  　

周
武
王
旣
克
쥠
（
殷
）、
乃
埶
（
設
）
三
監
于
殷
。
武
王
陟
、
商
邑
興
反
、

殺
三
監
而
立
즊
（

）
子
耿
。
成
王
屎
（
纂
）
伐
商
邑（

3
）、
殺
즊
（

）
子
耿
、

飛
겺
（
廉
）
東
逃
于
商
盍
（
蓋
）
氏
、
成
王
伐
商
盍
（
蓋
）、
殺
飛
겺
（
廉
）、

西

（
遷
）
商
盍
（
蓋
）
之
民
于

（
朱
）
뭼
（
圉
）、
以
御
奴

之
戎
、
是

秦
之
先
人
、

（
世
）
作
周

（
屳
（
4
））。
周
室
卽
（
旣
）

（
卑
）、
坪
（
平
）

王
東

（
遷
）、
止
于
成
周
、
秦
中
（
仲
）

（
焉
）
東
居
周
地
、
以
뗑
（
守
）

周
之

（
墳
）

（
墓
）、
秦
以
꼊
（
始
）
大
。

  【
周
の
武
王
旣
に
殷
に
克
ち
、
乃
ち
三
監
を
殷
に
設
く
。
武
王
陟
す
る
に
、
商

邑
興
り
反
き
、
三
監
を
殺
し
て

子
耿
を
立
つ
。
成
王
纂つ

ぎ
て
商
邑
を
伐
ち
、

子
耿
を
殺
し
、
飛
廉
東
の
か
た
商
蓋
氏
に
逃
る
、
成
王
商
蓋
を
伐
ち
、
飛
廉

を
殺
す
、
西
の
か
た
商
蓋
の
民
を
朱
圉
に
遷
し
て
、
以
て
奴

の
戎
を
御
が
し

む
、
是
れ
秦
の
先
人
た
り
、
世
よ
周
の
屳

ま
も
りと
作
る
。
周
室
旣
に
卑ひ
く

く
、
平
王
東

遷
し
、
成
周
に
止
ま
る
、
秦
仲
焉
に
東
し
て
周
の
地
に
居
り
て
、
以
て
周
の
墳

墓
を
守
る
、
秦
以
て
始
め
て
大
い
な
り
。】

こ
の
章
で
は
、「
秦
の
先
人
」
が
周
王
朝
に
服
屬
す
る
契
機
と
な
っ
た
事
件
と
し

て
「
三
監
の
亂
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る

子
耿
は
、
西

周
金
文
の
大
保
簋
（
後
引
）
に
見
え
る

子
聖
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
見
ら
れ（

5
）、

更
に
白
川
靜
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

子
聖
は
傳
世
文
獻
に
見
え
る
武
庚
祿
父
に

相
當
す
る
人
物
で
あ
る（

6
）。
た
だ
、
こ
こ
に
見
え
る
「
三
監
の
亂
」
の
經
緯
は
、

傳
世
文
獻
に
見
え
る
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
比
較
の
た
め
に
一
例
と

し
て
『
史
記
』
周
本
紀
を
引
用
す
る
。

『
史
記
』
周
本
紀

  　

封
商
紂
子
祿
父
殷
之
餘
民
。
武
王
爲
殷
初
定
未
集
、
乃
使
其
弟
管
叔
鮮
・
蔡

叔
度
相
祿
父
治
殷
。
…
…
成
王
少
、
周
初
定
天
下
、
周
公
恐
諸
侯
畔
、
周
公
乃

攝
行
政
當
國
。
管
叔
・
蔡
叔
群
弟
疑
周
公
、
與
武
庚
作
亂
、
畔
周
。
周
公
奉
成

「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

―
淸
華
簡
『
繫
年
』
第
三
章
よ
り
見
る

―

佐　
　

藤　
　

信　
　

弥



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

二
〇

王
命
、
伐
誅
武
庚
・
管
叔
、
放
蔡
叔
。

  【
商
の
紂
が
子
祿
父
を
殷
の
餘
民
に
封
ず
。
武
王
殷
の
初
め
て
定
ま
り
て
未
だ

集
せ
ざ
る
が
爲
に
、
乃
ち
其
の
弟
管
叔
鮮
・
蔡
叔
度
を
使
は
し
祿
父
を
相
け
て

殷
を
治
め
し
む
。
…
…
成
王
少
く
し
て
、
周
初
め
て
天
下
を
定
め
た
り
、
周
公
、

諸
侯
の
畔
か
む
こ
と
を
恐
れ
、
周
公
乃
ち
攝
し
て
政
を
行
ひ
て
國
に
當
た
る
。

管
叔
・
蔡
叔
群
弟
、
周
公
を
疑
ひ
、
武
庚
と
亂
を
作
こ
し
、
周
を
畔
く
。
周
公
、

成
王
の
命
を
奉
り
、
伐
ち
て
武
庚
・
管
叔
を
誅
し
、
蔡
叔
を
放
つ
。】

こ
の
記
述
に
見
え
る
よ
う
に
、
祿
父
と
と
も
に
殷
の
統
治
に
當
た
っ
て
い
た
管

叔
・
蔡
叔
（
彼
ら
が
三
監
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
三
監
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
後
述
）

が
、
成
王
の
攝
政
と
な
っ
た
周
公
に
疑
念
を
抱
き
、
祿
父
を
奉
じ
て
周
に
對
し
て

反
亂
を
お
こ
し
、
周
公
に
よ
っ
て
征
伐
さ
れ
た
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ま
で
「
三
監

の
亂
」
の
經
緯
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
『
繫
年
』
に
よ
る
と
、
反
亂
の
主
體

は
商
邑
の
人
々
、
す
な
わ
ち
殷
の
遺
民
で
あ
り
、
彼
ら
が
三
監
を
殺
し
て

子
耿

を
擁
立
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り（

7
）、
ま
た
周
公
で
は
な
く
成
王
自
身
が
反
亂
の

鎭
壓
に
當
た
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
三
監
は
反
亂
を
お
こ
す
側
で
は
な
く
お
こ
さ
れ

る
側
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
本
道
雅
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
繫
年
』

第
三
章
が
傳
世
文
獻
に
お
け
る
關
連
の
記
述
と
は
異
な
る
獨
自
の
材
料
（
す
な
わ

ち
現
存
し
て
い
な
い
文
獻
）
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る（

8
）。

本
稿
で
は
こ
の
『
繫
年
』
と
、『
史
記
』
周
本
紀
な
ど
に
見
え
る
「
三
監
の
亂
」

說
話
と
の
差
異
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
を
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

以
下
、
ま
ず
第
一
節
で
西
周
期
に
お
け
る
三
監
な
ど
監
の
制
に
つ
い
て
檢
討
し
、

第
二
節
で
西
周
金
文
に
見
え
る
「
三
監
の
亂
」
及
び
「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
く
。

第
一
節　

西
周
期
の
監

（
1
）
三
監
の
構
成
員

そ
も
そ
も
「
三
監
」
の
語
自
體
は
そ
れ
ほ
ど
古
く
遡
る
も
の
で
は
な
く
、
戰
國

中
・
晩
期
の
書
と
見
ら
れ
る
淸
華
簡
『
繫
年
』
第
三
章
が
現
在
の
と
こ
ろ
最
古
の

用
例
で
あ
る（

9
）。
そ
し
て
漢
代
以
後
の
『
尚
書
大
傳
』
及
び
『
尚
書
』
大
誥
の
序

が
そ
れ
に
次
ぐ（
10
）。

『
尚
書
大
傳
』
卷
四（
11
）

　

然
後
祿
父
及
三
監
叛
也
、
周
公
以
成
王
之
命
殺
祿
父
、
遂
踐
奄
。

  【
然
る
後
に
祿
父
及
び
三
監
の
叛
く
や
、周
公
、成
王
の
命
を
以
て
祿
父
を
殺
し
、

遂
に
奄
を
踐
す
。】

『
尚
書
』
大
誥
・
序

　

武
王
崩
、
三
監
及
淮
夷
叛
。
周
公
相
成
王
、
將
黜
殷
。
作
大
誥
。

  【
武
王
崩
ず
る
に
、
三
監
及
び
淮
夷
叛
く
。
周
公
、
成
王
を
相
け
、
將
に
殷
を

黜
け
ん
と
す
。
大
誥
を
作
る
。】

三
監
の
構
成
員
に
つ
い
て
は
『
淸
華
簡
（
貳
）』
第
三
章
、
注
二
が
簡
潔
に
ま

と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、『
逸
周
書
』
作
雒
は
管
叔
・
蔡
叔
・
霍
叔
を
監

と
し
て
お
り
、（
た
だ
し
こ
こ
で
は
「
三
監
」
の
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。）『
毛

詩
正
義
』
な
ど
に
引
く
鄭
玄
『
毛
詩
譜
』

衞
譜
は
同
樣
に
管
叔
・
蔡
叔
・
霍

叔
を
三
監
と
す
る
が
、『
漢
書
』
地
理
志
下
で
は
三
監
を
武
庚
（
祿
父
）・
管
叔
・
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蔡
叔
を
三
監
と
す
る
。
ま
た
、
前
引
の
『
尚
書
大
傳
』
で
は
、
祿
父
は
三
監
に
含

ま
れ
て
い
な
い（
12
）。

『
逸
周
書
』
作
雒

　

  

武
王
克
殷
、
乃
立
王
子
祿
父
、
俾
守
商
祀
。
建
管
叔
于
東
、
建
蔡
叔
・
霍
叔

于
殷
、
俾
監
殷
臣
。

  【
武
王
、
殷
に
克
ち
、
乃
ち
王
子
祿
父
を
立
て
、
商
の
祀
を
守
ら
し
む
。
管
叔

を
東
に
建
て
、
蔡
叔
・
霍
叔
を
殷
に
建
て
、
殷
の
臣
を
監
せ
し
む
。】

『
毛
詩
譜
』

衞
譜

  　

周
武
王
伐
紂
以
其
京
師
封
紂
子
武
庚
爲
殷
後
。
庶
殷
頑
民
、
被
紂
化
日
久
、

未
可
以
建
諸
侯
、
乃
三
分
其
地
、
置
三
監
、
管
叔
・
蔡
叔
・
霍
叔
使
尹
而
監
敎

之
。
自
紂
城
而
北
謂
之

、
南
謂
之

、
東
謂
之
衞
。

  【
周
の
武
王
、
紂
を
伐
ち
て
其
の
京
師
を
以
て
紂
の
子
武
庚
を
封
じ
て
殷
の
後

と
爲
す
。
庶
殷
頑
民
、
紂
に
化
せ
ら
る
る
こ
と
日
久
し
く
、
未
だ
以
て
諸
侯
を

建
つ
べ
か
ら
ず
、
乃
ち
其
の
地
を
三
分
し
、
三
監
を
置
き
、
管
叔
・
蔡
叔
・
霍

叔
、尹
め
て
之
を
監
敎
せ
し
め
ら
る
。
紂
の
城
自
り
し
て
北
は
之
を

と
謂
ひ
、

南
は
之
を

と
謂
ひ
、
東
は
之
を
衞
と
謂
ふ
。】

『
漢
書
』
地
理
志
下

  　

河
內
本
殷
之
舊
都
、
周
旣
滅
殷
、
分
其
畿
內
為
三
國
、
詩
風

・
庸
・
衞
國

是
也
。
鄁
、
以
封
紂
子
武
庚
、
庸
、
管
叔
尹
之
、
衞
、
蔡
叔
尹
之
。
以
監
殷
民
、

謂
之
三
監
。

  【
河
內
は
本
と
殷
の
舊
都
な
り
、
周
旣
に
殷
を
滅
し
、
其
の
畿
內
を
分
か
ち
て

三
國
と
為
す
、
詩
風
の

・
庸
・
衞
國
は
是
れ
な
り
。
鄁
は
、
以
て
紂
の
子
武

庚
を
封
ず
、
庸
は
、
管
叔
、
之
を
尹
む
、
衞
は
、
蔡
叔
、
之
を
尹
む
。
以
て
殷

の
民
を
監
す
、
之
を
三
監
と
謂
ふ
。】

こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
三
監
の
構
成
員
は
武
庚
祿
父
・
管
叔
・
蔡
叔
と
す
る
說

（
こ
れ
を
武
庚
說
と
稱
す
る
）
と
、
管
叔
・
蔡
叔
・
霍
叔
と
す
る
說
（
こ
れ
を
三

叔
說
と
稱
す
る
）
と
に
分
か
れ
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
に
つ
い
て
は
歷
來
論

爭
が
あ
る
が
、
近
人
で
は
、
た
と
え
ば
顧
頡
剛
や
劉
起

ら
は
武
庚
說
を
採
り（
13
）、

楊
寛
や
王
玉
哲
ら
は
三
叔
說
を
採
り（
14
）、
武
庚
祿
父
が
管
叔
ら
と
と
も
に
元
の
殷

地
や
殷
の
遺
民
を
監
視
す
る
側
と
な
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
武
庚
祿
父
自
身

が
監
視
の
對
象
と
な
っ
て
い
た
の
か
が
論
點
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
顧
頡
剛

が
、『
漢
書
』
古
今
人
表
で
武
庚
祿
父
・
管
叔
・
蔡
叔
が
「
下
下
」
と
さ
れ
て
い

る
の
に
、
霍
叔
が
「
中
上
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
三
叔
說
の
後
代
性
を
示
す
も

の
と
し
て
い
る
の
は
視
點
と
し
て
面
白
い（
15
）。

ま
た
『
繫
年
』
で
は
、
武
庚
祿
父
に
相
當
す
る

子
耿
は
三
監
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
李
學
勤
は
三
叔
說
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
と

す
る
が（
16
）、
路
懿

は
武
庚
說
も
三
叔
說
も
採
ら
ず
、
三
監
は

子
聖
（
武
庚
）

ら
殷
の
遺
民
を
監
督
す
る
武
官
で
あ
っ
た
と
す
る（
17
）。

し
か
し
傳
世
文
獻
の
關
連
の
記
述
を
參
照
す
る
と
、
そ
も
そ
も
殷
地
に
置
か
れ

た
監
は
果
た
し
て
三
人
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

『
逸
周
書
』
大
匡（
18
）

　

惟
十
有
三
祀
、
王
在
管
、
管
叔
自
作
殷
之
監
。

  【
惟
れ
十
有
三
祀
、
王
、
管
に
在
り
、
管
叔
自
ら
殷
の
監
と
作
る
。
…
…
】



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

二
二

『
孟
子
』
公
孫
丑
下 

　
（
陳
賈
）
曰
、「
周
公
使
管
叔
監
殷
、
管
叔
以
殷
畔
。
…
…
」

  【
曰
は
く
、「
周
公
、
管
叔
を
し
て
殷
を
監
せ
し
む
る
に
、
管
叔
、
殷
を
以
て
畔

く
…
…
」
と
。】

『
今
本
竹
書
紀
年
』（
こ
の
書
の
史
料
と
し
て
の
性
質
に
つ
い
て
は
後
述（
19
））

　
（
武
王
十
二
年
）
命
監
殷
。
遂
狩
于
管
。

【
殷
を
監
す
る
を
命
ず
。
遂
に
管
に
狩
す
。】

上
に
引
く
『
逸
周
書
』
大
匡
と
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
で
は
、
管
叔
の
み
を
殷
の

監
と
し
、
監
の
人
數
を
明
示
し
な
い
。『
今
本
竹
書
紀
年
』
は
監
を
命
じ
ら
れ
た

人
物
も
人
數
も
明
示
し
な
い
が
、
あ
る
い
は
同
樣
に
管
叔
の
み
を
任
命
し
た
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
殷
の
監
が
三
人

で
あ
っ
た
と
い
う
傳
承
の
ほ
か
に
、
管
叔
の
み
が
殷
の
監
と
な
っ
た
と
い
う
傳
承

も
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
杜
勇
は
、
三
監
の
稱
は
周
代
の
文
獻
に
は
見
ら
れ
ず
、
漢
儒
に
よ
る
歷
史

概
念
で
あ
り
、
そ
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
っ
た
と
す
る（
20
）。
そ
の
後
東
周
期
の
文
獻

で
あ
る
『
繫
年
』
が
發
見
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
三
監
を
歷
史
概
念
と
す
る
見

方
は
な
お
有
效
で
あ
る
。
つ
ま
り
周
初
に
實
際
に
殷
の
監
が
三
人
存
在
し
た
か
ら

三
監
の
稱
が
で
き
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
西
周
期
以
後
の
あ
る
時
點
で
三
監
の
稱

が
で
き
、
そ
こ
か
ら
三
監
の
構
成
員
は
誰
か
と
い
う
議
論
が
生
じ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。『
繫
年
』
第
三
章
で
三
監
の
構
成
員
を
明
示
し
て
い
な
い
の
は
、

そ
の
證
左
と
な
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
三
監
は
構
成
員
に
つ
い
て
諸
說
の
あ
る
五

霸
や
三
皇
・
五
帝
な
ど
と
同
種
の
稱
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
金
文
に
見
え
る
監

實
の
と
こ
ろ
周
初
に
殷
の
故
地
に
三
監
の
よ
う
な
監
が
置
か
れ
た
か
否
か
は
、

少
な
く
と
も
金
文
な
ど
の
同
時
代
史
料
か
ら
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
し
か
し
官

職
と
し
て
の
監
は
甲
骨
文
・
金
文
に
見
ら
れ
る
。
甲
骨
文
の
監
に
つ
い
て
は
路
懿

が
簡
單
に
分
析
し
て
お
り
、殷
王
に
よ
っ
て
諸
侯
の
封
國
や
方
國
內
に
置
か
れ
、

諸
侯
の
監
督
・
監
察
を
行
う
武
官
で
あ
り
、
周
初
の
三
監
も
こ
れ
に
類
す
る
と

す
る（
21
）。

金
文
の
用
例
に
つ
い
て
見
る
と
、仲
幾
父
簋
で
は
「
諸
侯
」
と
竝
ん
で
「
諸
監
」

が
現
れ
、
西
周
期
に
は
各
地
に
監
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

仲
幾
父
簋　

集
成3954　

西
周
晩
期（
22
）

　

中
（
仲
）
幾
父
事
（
使
）
幾
事
（
使
）
于
者
（
諸
）
侯
・
者
（
諸
）
監
。
…
…

【
仲
幾
父
、
幾
を
し
て
諸
侯
・
諸
監
に
使
ひ
せ
し
む
。
…
…
】

こ
の
ほ
か
、
應
監

（
集
成883　

西
周
早
期
）
及
び
應
監

（
吳
鎭
烽3329　

西
周
晩
期
）
に
「
應
監
」、럠
監
父
己
鼎
（
集
成2367　

西
周
中
期
）
に
「
럠
監（
23
）」、

叔
趙
父

（
集
成11719　

西
周
中
晩
期
）
に
「
榮
監
」、
댽
監
鼎
（
新
收1149　

西
周
早
期
）
に
「
댽
監
」、
鄂
監
簋
（
吳
鎭
烽4441　

西
周
早
期
）
に
「
鄂
監
」

が
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

こ
れ
ら
西
周
期
の
監
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
中
央
か
ら
諸
侯
の
封
國
へ
と

派
遣
さ
れ
、
諸
侯
を
監
督
・
監
察
す
る
役
割
を
擔
っ
た
と
さ
れ
る（
24
）。
た
と
え
ば

集
成883
の
應
監

の
場
合
、
應
監
と
は
周
王
朝
が
應
國
へ
と
派
遣
し
た
監
と
い

う
こ
と
に
な
る（
25
）。
こ
れ
に
對
し
て
任
偉
は
、
西
周
期
の
監
は
、
中
央
か
ら
地
方
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へ
と
監
察
官
を
派
遣
す
る
後
代
の
監
察
制
度
と
は
異
な
り
、
國
を
以
て
國
を
監
す

る
（
た
と
え
ば
管
叔
・
蔡
叔
ら
が
殷
の
故
地
の
周
邊
に
封
建
さ
れ
、
武
庚
祿
父
の

國
を
監
督
す
る
）
方
式
で
あ
っ
た
と
す
る
が（
26
）、
こ
れ
を
承
け
て
徐
銘
は
、
實
際

に
は
國
を
以
て
國
を
監
す
る
方
式
だ
け
で
は
な
く
、
周
王
朝
が
任
命
し
た
諸
侯
の

卿
、
す
な
わ
ち
命
卿
な
ど
が
監
督
役
と
な
る
方
式
と
併
用
さ
れ
た
と
す
る（
27
）。
ま

た
杜
勇
は
、
金
文
の
監
は
監
察
官
で
は
な
く
、
諸
侯
を
代
理
し
て
國
を
治
め
る
者

を
指
す
と
す
る（
28
）。
こ
れ
ら
の
硏
究
は
ほ
と
ん
ど
監
を
監
國
（
諸
侯
の
監
察
役
あ

る
い
は
諸
侯
の
代
理
）
と
見
な
し
て
い
る
。『
周
禮
』
天
官
・
大
宰
と
『
禮
記
』

王
制
の
記
述
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
で
あ
る
。

『
周
禮
』
天
官
・
大
宰

　

乃
施
典
于
邦
國
而
建
其
牧
、
立
其
監
。

【
乃
ち
典
を
邦
國
に
施
し
て
其
の
牧
を
建
て
、
其
の
監
を
立
つ
。】

『
禮
記
』
王
制

  　

天
子
使
其
大
夫
爲
三
監
、
監
於
方
伯
之
國
、
國
三
人
。
…
…
天
子
之
大
夫
爲

三
監
、
監
於
諸
侯
之
國
者
、
其
祿
視
諸
侯
之
卿
、
其
爵
視
次
國
之
君
、
其
祿
取

之
於
方
伯
之
地
。

  【
天
子
、其
の
大
夫
を
し
て
三
監
と
爲
し
、方
伯
の
國
を
監
せ
し
む
、國
に
三
人
。

…
…
天
子
の
大
夫
、
三
監
と
爲
り
、
諸
侯
の
國
に
監
す
る
者
は
、
其
の
祿
は
諸

侯
の
卿
に
視
し
、
其
の
爵
は
次
國
の
君
に
視
し
、
其
の
祿
は
之
を
方
伯
の
地
に

取
る
。】

こ
の
二
つ
の
記
述
に
よ
る
と
、
諸
侯
な
ど
が
治
め
る
國
ご
と
に
監
が
置
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
金
文
の
用
例
を
仔
細
に
檢
討
す
る
と
、
こ
の
見
方

に
疑
問
が
生
じ
る（
29
）。
金
文
の
監
字
に
は
以
下
の
よ
う
に
動
詞
と
し
て
の
用
例
も

存
在
す
る
。

善
鼎　

集
成2820　

西
周
中
期

  　

…
…
王
曰
、「
善
、
昔
先
王
旣
令
（
命
）
女
（
汝
）
左
疋
（
胥
）
뽃
侯
。
今

餘
唯
肇
랭
（
申
）
先
王
令
（
命
）、
令
（
命
）
女
（
汝
）
左
疋
（
胥
）
뽃
侯
、

監
燹
（
豳
）

（
師
）
戍
。
易
（
賜
）
女
（
汝
）
乃
且
（
祖
）
旂
。
用
事
。」

…
…

  【
…
…
王
曰
は
く
、「
善
、
昔
先
王
旣
に
汝
に
命
じ
て
뽃
侯
を
左
胥
せ
し
む
。
今

餘
唯
れ
先
王
の
命
を
肇
申
し
、
汝
に
命
じ
て
뽃
侯
を
左
胥
し
て
、
豳
師
の
戍
を

監
せ
し
む
。
汝
に
乃
の
祖
の
旂
を
賜
ふ
。
用
て
事
へ
よ
」
と
。
…
…
】

頌
鼎
／
簋
／
壺　

集
成2827

〜2829

／4332

〜4339

／9731

〜9732　

西

周
晩
期
／
西
周
Ⅲ
B

  　

…
…
王
曰
、「
頌
、
令
（
命
）
女
（
汝
）
官
랡
（
司
）
成
周
늬
（
貯
）
廿
家
、

監
랡
（
司
）
新
늻
（
造
）
늬
（
貯
）、
用
宮
御
。
…
…

  【
…
…
王
曰
は
く
、「
頌
、
汝
に
命
じ
て
成
周
の
貯
廿
家
を
官
司
し
、
新
造
の
貯

を
監
司
せ
し
む
、
宮
御
に
用
ひ
よ
。
…
…
】

こ
の
う
ち
善
鼎
は
、
善
が
王
よ
り
뽃
侯
を
補
佐
し
て
豳
地
の
軍
の
防
衞
を
監
察

す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
豳
地
の
軍
の
防
衞

の
監
察
の
み
な
ら
ず
、
뽃
侯
の
監
視
を
も
含
め
た
も
の
と
し
、
監
國
の
一
種
と
し

て
見
る
論
者
が
多
い（
30
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
뽃
侯
の
監
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
で
あ



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

二
四

る
が
、
豳
監
に
類
す
る
職
事
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
。
頌
鼎
／
簋
／
壺
の
例
は
、

周
王
よ
り
頌
が
成
周
の
貯
（
こ
の
字
に
つ
い
て
は
他
に
商
賈
の
「
賈
」
と
釋
す
說

が
あ
る
が
、こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
「
貯
」
と
釋
し
、屯
倉
を
指
す
と
す
る
說
を
採
っ

て
お
く（
31
））
を
管
理
し
、
更
に
新
た
に
建
造
さ
れ
た
貯
の
監
察
を
命
じ
ら
れ
た
こ

と
を
記
述
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
諸
侯
や
そ
の
封
國
に
關
わ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
こ
の
「
新
造
の
貯
を
監
司
す
」
の
例
も
同
じ
く
監
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
例
か
ら
、
動
詞
と
し
て
の
「
監
」
が
官
職
と
し
て
の
「
監
」
の
前
提
と

な
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
動
詞
と
し
て
の
「
랡
（
司
）」
が
「
랡
（
司
）

土
（
徒
）」「
랡
（
司
）
馬
」「
랡
（
司
）
工
（
空
）」
な
ど
官
名
と
し
て
の
「
랡
（
司
）」

の
前
提
に
な
っ
た（
32
）の
と
同
じ
關
係
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
監
は
必
ず
し
も
す
べ
て
の
諸
侯
や
そ
の
封
國
に
對
し
て
常
設
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
善
鼎
・
頌
鼎
／
簋
／
壺
の
よ
う
に
隨
時
必
要
に
應
じ
て
派
遣
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
假
に
周
初
に
殷
の
故
地
に
監
が
置
か
れ
た

と
す
れ
ば
、
當
地
の
行
政
・
軍
事
全
般
の
監
視
・
監
察
を
永
續
的
に
任
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
や
は
り
職
務
や
期
閒
が
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う（
33
）。

第
二
節　

子
聖
の
亂
か
ら
「
三
監
の
亂
」
へ

（
1
）
金
文
に
見
え
る

子
聖
の
亂
と
踐
奄
の
役

こ
こ
で
は
「
三
監
の
亂
」
の
實
相
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。『
史
記
』
周
本
紀
な
ど
傳
世
文
獻
に
よ
る
從
來
の
「
三
監

の
亂
」
に
對
す
る
理
解
は
、
本
稿
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
殷
地
の
統
治
に
當

た
っ
て
い
た
管
叔
ら
が
、
成
王
の
卽
位
後
に
周
公
が
そ
の
攝
政
と
な
っ
た
こ
と
に

疑
念
を
抱
き
、
紂
王
の
子
の
武
庚
祿
父
を
奉
じ
て
反
亂
を
お
こ
し
、
周
公
に
よ
っ

て
征
伐
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
繫
年
』
第
三
章
で
は
、商
邑
の
人
々

が
三
監
を
殺
害
し
て

子
耿
を
擁
立
し
、
成
王
が
こ
れ
を
征
伐
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
前
文
で
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。

同
時
代
史
料
で
あ
る
西
周
金
文
よ
り
「
三
監
の
亂
」
に
關
連
す
る
と
見
ら
れ
る

も
の
を
擧
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。
こ
の
う
ち
小
臣
單

に
見
え
る
「
克

商
」
は
、
あ
る
い
は
武
王
克
商
す
な
わ
ち
牧
野
の
戰
い
で
の
勝
利
を
指
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
一
應
例
に
含
め
て
お
く
。

大
保
簋　

集
成4140　

西
周
早
期
／
西
周
Ⅰ
A

  　

王
伐

子
뭇
（
聖
）。
꽏
（
嗟（
34
））、
（
厥
）
反
、
王
降
征
令
（
命
）
于
大
保
。

大
保
克
苟
（
敬
）
亡
遣
（
譴
）、
王

（
永
）
大
保
。
易
（
賜
）
궀
土
。
…
…

  【
王
、

子
聖
を
伐
つ
。
嗟
、
厥
の
反
く
に
、
王
、
征
命
を
大
保
に
降
す
。
大

保
克
く
敬
み
て
譴
亡
し
。
王
、
大
保
を
永
な
ら
し
め
、
궀
の
土
を
賜
ふ
。

…
…
】

눐
司
徒
뎜
簋　

集
成4059　

西
周
早
期
／
西
周
Ⅰ
A

  　

王
來
伐
商
邑
、
녬
（
誕
）
令
（
命
）
康
侯

（
鄙
）

（
于
）
衞
、
눐
（
沬
）

랡
（
司
）
土
（
徒
）
뎜

（
鄙
）。
…
…

  【
王
、
來
た
り
て
商
邑
を
伐
つ
、
誕こ
こ

に
康
侯
に
命
じ
て
衞
に
鄙
せ
し
む
る
に
、

沬
の
司
徒
の
뎜
と
も

に
鄙
す
。
…
…
】

卿
盤　

吳
鎭
烽14432　

西
周
早
期
前
段

　

周
公
來
伐
商
。
눊
늊
卿
、
易
（
賜
）
金
。
…
…

【
周
公
、
來
た
り
て
商
を
伐
つ
。
卿
を
눊
늊
し
、
金
を
賜
ふ
。
…
…
】
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二
五

小
臣
單
　

集
成6512　

西
周
早
期
／
西
周
Ⅰ
A

  　

王
後
꼩
（
返
）
克
商
、
才
（
在
）
成
밍
（
師
）、
周
公
易
（
賜
）
小
臣
單
貝

十
朋
。
…
…

  【
王
後し
り
ぞき
返
り
て
商
に
克
ち
、成
師
に
在
り
、周
公
、小
臣
單
に
貝
十
朋
を
賜
ふ
。

…
…
】

何
簋　
『
文
物
』
二
〇
〇
九
―
二　

西
周
早
期（
35
）

  　

隹
（
唯
）
八
月
、
公
쐫
（
夷
）
殷
年
、
公
易
（
賜
）
땚
（
何
）
貝
十
朋
、
乃

令
（
命
）
땚
（
何
）
랑
（
司
）
三
族
、
爲
땚
室
。
…
…

  【
唯
れ
八
月
、
公
、
殷
を
夷た
い
らぐ
る
の
年
、
公
、
何
に
貝
十
朋
を
賜
ひ
、
乃
ち
何

に
命
じ
て
三
族
を
司
り
、
何
の
室
と
爲
さ
し
む
。
…
…
】

白
川
靜
は
、
大
保
簋
に
見
え
る
「

子
聖
」
が
傳
世
文
獻
に
お
け
る
武
庚
祿
父

に
相
當
す
る
と
し
、『
淸
華
簡
（
貳
）』
な
ど
は
こ
れ
を
肯
定
す
る（
36
）。
ま
た
、
王

子
聖
觚
（
集
成7296　

西
周
早
期
）・
王
子
聖
觥　
（
集
成9282　

西
周
早
期
）

に
見
え
る
「
王
子
聖
」
は

子
聖
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
37
）。
た
だ
、

王
子
聖
觚
で
は
「
王
子
뭇
（
聖
）
乍
（
作
）
父
丁
彝
。」【
王
子
聖
、
父
丁
の
彝
を

作
る
。】
と
あ
り
、
武
庚
祿
父
を
紂
王
す
な
わ
ち
帝
辛
の
子
で
あ
る
と
す
る
傳
世

文
獻
の
記
述
と
合
致
し
な
い
。
路
懿

は
こ
の
父
丁
が
帝
辛
の
兄
弟
と
解
し
て
傳

世
文
獻
と
の
調
整
を
は
か
る（
38
）。
王
輝
は
こ
れ
に
加
え
て
聖
簋
（
あ
る
い
は

簋
。

集
成3975　

殷
）
も
同
一
人
物
の
作
器
と
し
、
こ
の
銘
の
末
尾
に
「
用
乍
（
作
）

大
（
太
）
子
丁
」【
用
て
太
子
丁
を
作
る
】
と
あ
る
「
太
子
丁
」
が
、
王
子
聖
觚

の
「
父
丁
」
に
相
當
す
る
と
し
、
世
系
が
合
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、

子
聖
が
殷

王
の
宗
族
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
、
傳
世
文
獻
の
武
庚
と
同
一
人
物
と
見
て

よ
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
愼
重
な
態
度
を
採
っ
て
い
る（
39
）。

子
聖
あ
る
い
は

子
耿
が
「
三
監
の
亂
」
說
話
に
お
け
る
武
庚
祿
父
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
し
て
も
、

實
在
し
た

子
聖
と
說
話
の
中
の
武
庚
祿
父
と
の
閒
に
は
幾
分
斷
層
が
存
在
す
る

よ
う
で
あ
る
。

大
保
簋
に
よ
る
と
、
こ
の

子
聖
を
征
伐
し
た
の
は
、
王
（
お
そ
ら
く
は
成
王
）

あ
る
い
は
大
保
す
な
わ
ち
召
公
で
あ
る
。
王
が
主
將
で
大
保
が
そ
の
部
將
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
눐
司
徒
뎜
簋
で
も
冒
頭
に
王
が
商
邑
を
伐
っ

た
と
あ
り
、
同
樣
に

子
聖
や
商
邑
征
伐
の
主
將
は
王
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
卿
盤
・
小
臣
單

に
よ
る
と
周
公
も
商
邑
の
征
伐
に
關
わ
っ
て
は
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
彭
裕
商
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
一
部
將
と
し
て
王
を

輔
弼
す
る
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
40
）。
何
簋
に
見
え
る
殷
を
平
定
し
た「
公
」

と
い
う
の
が
何
者
で
あ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
周
公
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
召

公
や
そ
の
他
の
人
物
の
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
白
川
靜
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
管
叔
・
蔡
叔
ら
が

子
聖
を
奉
じ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
彼
ら
が
反
亂
に
關
與

し
て
い
た
の
か
否
か
は
、
こ
れ
ら
の
銘
文
か
ら
は
わ
か
ら
な
い（
41
）。

『
繫
年
』
第
三
章
で
は
、

子
耿
や
商
邑
の
征
伐
の
後
、
商
蓋
の
征
伐
す
な
わ

ち
踐
奄
の
役
が
行
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、『
史
記
』
周
本
紀

な
ど
傳
世
文
獻
の
記
述
も
同
樣
で
あ
る
。
踐
奄
の
役
に
關
係
す
る
と
見
ら
れ
る
金

文
は
以
下
に
引
く
禽
簋
の
ほ
か
、岡
劫
（
集
成5383　

西
周
早
期
）・
뱶
劫
尊（
集

成5977　

西
周
早
期
／
西
周
Ⅰ
A
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
王
に
よ
る
「
떔
」

の
征
伐
を
記
述
す
る
。

禽
簋　

集
成4041　

西
周
早
期
／
西
周
Ⅰ
B
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王
伐
떔
（
蓋
）
侯
、
周
公
某
（
謀
）、
禽
뤆
（
祝（
42
））。
禽
又
（
有
）

（
振
）

뤆
（
祝
）、
王
易
（
賜
）
金
百

（

）。
…
…

  【
王
、
蓋
侯
を
伐
つ
、
周
公
謀
り
、
禽
祝
す
。
禽
に
振
祝
有
り
、
王
、
金
百

を
賜
ふ
。
…
…
】

こ
れ
ら
の
銘
文
に
見
え
る
「
떔
」
字
は
、「
盍
」
と
釋
讀
さ
れ
、傳
世
文
獻
の
「
蓋
」

あ
る
い
は
「
奄
」
字
に
當
た
る
と
さ
れ
て
い
る（
43
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
銘
文
か

ら
は

子
耿
や
商
邑
の
征
伐
と
踐
奄
の
役
と
に
關
連
性
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。
兩
者
に
關
連
が
な
い
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
實
の
と
こ
ろ
『
史
記
』
周

本
紀
も
「
三
監
の
亂
」
と
踐
奄
の
役
と
を
特
に
關
連
づ
け
て
は
お
ら
ず
、
別
個
の

事
件
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る（
44
）。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
三
監
の
亂
」
に
關
連
す
る
西
周
金
文
と
傳
世
文
獻
と

の
記
述
を
比
較
し
た
場
合
、

子
聖
の
名
號
・
世
系
や
、
そ
の
征
伐
の
主
將
及
び

關
與
し
た
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
『
繫

年
』
第
三
章
の
記
述
は
、
管
叔
・
蔡
叔
ら
の
動
向
に
言
及
せ
ず
、
王
が
征
伐
の
主

將
と
な
っ
て
い
る
點
な
ど
で
、
金
文
よ
り
窺
わ
れ
る
狀
況
と
符
合
す
る
。
少
な
く

と
も
、
金
文
と
『
繫
年
』
第
三
章
の
記
述
か
ら
は
、
た
と
え
ば
楊
寛
の
言
う
よ
う

な
、「
三
監
の
亂
」
の
首
謀
者
は
管
叔
・
蔡
叔
で
あ
り
、
王
位
爭
奪
戰
爭
の
性
質

を
具
え
て
い
た（
45
）と
は
、
ま
っ
た
く
讀
み
取
れ
な
い
。
こ
れ
ら
出
土
文
字
資
料
の

記
述
に
則
し
た
場
合
、
反
亂
の
呼
稱
も
「
三
監
の
亂
」
で
は
な
く
、

子
聖
の
亂

あ
る
い
は
商
邑
の
亂
と
呼
ぶ
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し

踐
奄
の
役
を
商
邑
の
亂
と
一
連
の
事
件
と
し
て
い
る
點
は
、
金
文
や
『
史
記
』
周

本
紀
と
符
合
し
な
い
。

（
2
）
金
縢
と
の
關
係

白
川
靜
は
、
管
叔
ら
が
「
三
監
の
亂
」
に
關
わ
っ
た
と
い
う
話
は
周
公
說
話
の

展
開
に
伴
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
が（
46
）、
こ
の
樣
相
を
も
う
少

し
具
體
的
に
檢
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
に
は
お
そ
ら
く
『
尚
書
』
金

縢
に
見
え
る
周
公
と
管
叔
ら
の
不
和
を
示
す
記
述
が
關
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
現
行
の
僞
孔
傳
本
の
『
尚
書
』
金
縢
の
內
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
武
王
が
病
と
な
り
、
周
公
が
そ
の
治
癒
を
願
っ
て
祈
禱
を

行
い
、
そ
の
册
書
を
金
縢
の
匱
に
納
め
る
、
②
そ
の
後
武
王
が
亡
く
な
り
、
周
公

が
成
王
の
攝
政
と
な
る
が
、
管
叔
ら
の
讒
言
に
よ
り
難
を
受
け
る
、
③
秋
の
收
穫

を
前
に
穀
物
が
倒
れ
臥
す
な
ど
の
異
變
が
お
こ
る
と
、成
王
が
金
縢
の
書
を
讀
み
、

周
公
の
忠
誠
を
知
っ
て
悔
恨
す
る
、
の
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。「
三
監
の
亂
」

に
關
係
す
る
記
述
が
見
え
る
の
は
こ
の
う
ち
②
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
下
に

引
用
す
る
。

『
尚
書
』
金
縢

  　

武
王
旣
喪
、
管
叔
及
其
群
弟
乃
流
言
於
國
曰
、「
公
將
不
利
於
孺
子
。」
周
公

乃
告
二
公
曰
、「
我
之
弗
辟
、
我
無
以
告
我
先
王
。」
周
公
居
東
二
年
、
則
罪
人

斯
得
。
于
後
、
公
乃
爲
詩
以
貽
王
、
名
之
曰
鴟

。
王
亦
未
敢
誚
公
。

  【
武
王
旣
に
喪
し
、
管
叔
及
び
其
の
群
弟
乃
ち
國
に
流
言
し
て
曰
は
く
、「
公
將

に
孺
子
に
利
あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
」
と
。
周
公
乃
ち
二
公
に
告
げ
て
曰
は
く
、「
我

の
辟さ

け
ざ
れ
ば
、
我
以
て
我
が
先
王
に
告
ぐ
る
無
か
ら
ん
」
と
。
周
公
、
東
に

居
る
こ
と
二
年
、
則
ち
罪
人
斯
に
得
た
り
。
後
に
、
公
乃
ち
詩
を
爲
り
て
以
て

王
に
貽
り
、
之
を
名
づ
け
て
鴟

と
曰
ふ
。
王
も
亦
た
未
だ
敢
へ
て
公
を
誚



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

二
七

め
ず（
47
）。】

こ
の
部
分
の
文
中
で
特
に
周
公
が
管
叔
ら
か
ら
讒
言
さ
れ
た
後
の
「
居
東
」
の

解
釋
に
岐
異
が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
東
征
說
で
あ
り
、周
公
が
東
征
し
て
武
庚
・

管
叔
ら
及
び
奄
を
討
っ
た
こ
と
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
（
1
）
に

引
い
た
『
尚
書
大
傳
』
及
び
以
下
に
引
く
『
尚
書
』
僞
孔
傳
・『
尚
書
』
王
肅
注
、

そ
し
て
引
用
は
省
略
す
る
が
、『
尚
書
正
義
』・『
史
記
』
周
本
紀
及
び
魯
世
家
な

ど
が
こ
の
立
場
を
採
る
。

『
尚
書
』
金
縢
・
僞
孔
傳

　

周
公
旣
告
二
公
、
遂
東
征
之
、
二
年
之
中
、
罪
人
此
得
。

【
周
公
旣
に
二
公
に
告
げ
、遂
に
之
を
東
征
す
、二
年
の
中
、罪
人
此
に
得
た
り
。】

『
尚
書
』
王
肅
注
（『
尚
書
』
金
縢
の
正
義
に
引
く
）

  　

東
、
洛
邑
也
。
管
蔡
與
商
奄
共
叛
、
故
東
征
鎭
撫
之
。
案
驗
其
事
、
二
年
之

閒
、
罪
人
皆
得
。

  【
東
、
洛
邑
な
り
。
管
蔡
、
商
奄
と
共
に
叛
く
、
故
に
東
征
し
て
之
を
鎭
撫
す
。

其
の
事
を
案
驗
し
、
二
年
の
閒
、
罪
人
皆
得
た
り
。】

も
う
ひ
と
つ
は
避
居
說
で
あ
り
、
周
公
が
洛
邑
あ
る
い
は
東
方
に
難
を
避
け
た

こ
と
を
指
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
立
場
を
採
る
の
は
、馬
融
や
鄭
玄
で
あ
る
。

『
經
典
釋
文
』（『
尚
書
』
金
縢
の
正
義
に
引
く
）

　

辟
、
扶
亦
反
、
治
也
。
…
…
馬
・
鄭
音
避
、
謂
避
居
東
都
。

【
辟
、扶
亦
の
反
し
、治
な
り
。
…
…
馬
・
鄭
は
音
避
、東
都
に
避
居
す
と
謂
ふ
。】

『
尚
書
』
鄭
玄
注
（『
詩
經
』
豳
風
・
七
月
の
正
義
に
引
く（
48
））

　

居
東
者
、
出
處
東
國
待
罪
、
以
須
君
之
察
己
。

  【
居
東
な
る
者
は
、
出
で
て
東
國
に
處
り
て
罪
を
待
ち
、
以
て
君
の
己
を
察
す

る
を
須
つ
。】

た
だ
し
こ
の
場
合
も
東
征
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
征
は
そ

の
後
に
行
わ
れ
た
と
す
る
。
た
と
え
ば
鄭
玄
は
『
詩
經
』
豳
風
・
東
山
の
鄭
箋
に

お
い
て
「
成
王
旣
得
金
縢
之
書
、
親
迎
周
公
。
周
公
歸
、
攝
政
。
三
監
及
淮
夷
叛
、

周
公
乃
東
伐
之
、
三
年
而
後
歸
耳
。」【
成
王
旣
に
金
縢
の
書
を
得
、
親
ら
周
公
を

迎
ふ
。
周
公
歸
り
、
攝
政
た
り
。
三
監
及
び
淮
夷
の
叛
く
に
、
周
公
乃
ち
之
を
東

伐
し
、
三
年
し
て
後
に
歸
る
の
み
。】
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
更
に
奔
楚
說
が
あ
る
。
こ
れ
は
周
公
が
南
方
の
楚
に
難
を
避

け
た
と
す
る
も
の
で
、『
史
記
』
魯
周
公
世
家
及
び
蒙
恬
傳
に
そ
れ
を
示
す
記
述

が
見
ら
れ
、
ま
た
『
論
衡
』
感
類
に
古
文
家
說
と
し
て
こ
の
說
を
紹
介
す
る
。
以

下
に
魯
周
公
世
家
と
『
論
衡
』
感
類
を
引
用
し
て
お
く
。

『
史
記
』
魯
周
公
世
家

  　

及
成
王
用
事
、
人
或
譖
周
公
、
周
公
奔
楚
。
成
王
發
府
、
見
周
公
禱
書
、
乃

泣
、
反
周
公
。

  【
成
王
の
事
を
用
ふ
る
に
及
び
、
人
或
い
は
周
公
を
譖
る
、
周
公
、
楚
に
奔
る
。

成
王
、
府
を
發ひ
ら

き
、
周
公
の
禱い
の
りの
書
を
見
て
、
乃
ち
泣
き
、
周
公
を
反か
へ

す
。】

『
論
衡
』
感
類
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古
文
家
以
武
王
崩
、
周
公
居
攝
、
管
・
蔡
流
言
、
王
意
狐
疑
周
公
、
周
公
奔

楚
、
故
天
雷
雨
、
以
悟
成
王
。

  【
古
文
家
以お
も

へ
ら
く
武
王
崩
じ
、
周
公
攝
に
居
る
に
、
管
・
蔡
流
言
し
、
王
意お
も

ひ
て
周
公
を
狐
疑
し
、
周
公
楚
に
奔
る
、
故
に
天
雷
雨
し
て
、
以
て
成
王
に
悟

ら
し
む
。】

奔
楚
說
に
關
し
て
、
閒
島
潤
一
は
、『
論
衡
』
感
類
の
古
文
家
說
を
東
征
說
と
避

居
說
と
の
折
衷
を
は
か
る
も
の
と
し
て
評
價
す
る（
49
）。
し
か
し
顧
頡
剛
・
劉
起

は
、

「
楚
」
字
を
「
豳
」
す
な
わ
ち
「

」
字
の
古
文
の
誤
り
と
し（
50
）、
周
公
が
難
を
避

け
た
の
は
楚
で
は
な
く
別
地
で
あ
る
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
奔
楚
說
は
避
居

說
あ
る
い
は
東
征
說
か
ら
二
次
的
に
派
生
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
金
縢
に
つ
い
て
は
戰
國
期
に
遡
る
版
と
し
て
近
年
淸
華
簡
『
周
武
王
有

疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
』
が
發
見
さ
れ
た（
51
）。
こ
れ
に
よ
り
「
居
東
」
の
問
題

が
決
着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
が
、
今
な
お
東
征
說
と
避
居
說
が
竝
立
し
て
い

る
狀
況
で
あ
る
。『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
』
に
よ
っ
て
東
征
說
を

採
る
も
の
に
、
劉
國
忠
・
黃
懷
信
・
杜
勇
な
ど
が
あ
り（
52
）、
避
居
說
を
採
る
も
の
に
、

金
城
未
來
・
楊
振
紅
・
彭
裕
商
な
ど
が
あ
る（
53
）。

こ
の
兩
說
の
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
決
定
が
困
難
で
あ
り
、
雙
方
に
成
立
の
餘

地
が
あ
る
が
、
現
行
本
『
尚
書
』
金
縢
あ
る
い
は
淸
華
簡
『
周
武
王
有
疾
周
公
所

自
以
代
王
之
志
』
の
文
脈
の
み
に
よ
っ
て
判
斷
す
れ
ば
、
避
居
說
の
方
が
妥
當
な

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（
54
）。
無
論
「
三
監
の
亂
」
の
際
の
誥
命
を
記
し
た
と

さ
れ
る
現
行
の
『
尚
書
』
大
誥
な
ど
と
の
關
連
を
考
え
る
と
、
東
征
說
の
方
が
妥

當
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る（
55
）。
し
か
し
余
嘉
錫
は
『
古
書
通
例
』
の
卷
三
論
編

次
「
古
書
單
篇
別
行
之
例
」
な
ど
で
、
古
書
の
多
く
は
元
來
單
篇
あ
る
い
は
數
篇

で
通
行
し
て
い
た
も
の
が
後
人
に
よ
っ
て
總
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、『
尚
書
』
の
諸
篇
も
そ
れ
に
該
當
す
る
と
指
摘
し
て
い
る（
56
）。
そ
し
て
淸
華
簡

の
發
見
に
よ
り
、
實
際
に
後
に
『
尚
書
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
諸
篇
が
、
戰
國

期
に
お
い
て
現
行
本
の
『
尚
書
』
と
は
異
な
っ
た
形
で
通
行
し
て
い
た
こ
と
が
示

さ
れ
た（
57
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
金
縢
單
獨
で
そ
の
內
容
を
判
斷
し

て
も
差
し
支
え
は
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
縢
か
ら
は
武
王
死
後
の
周
公
と
管
叔
ら
と
の
不
和
、
そ
し

て
周
公
あ
る
い
は
管
叔
ら
と
東
方
と
の
關
わ
り
が
讀
み
取
れ
る
が
、
兩
者
の
不
和

と
武
庚
祿
父
の
反
亂
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

金
縢
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
部
分
が
西
周
初
年
に
成
っ
た
と
す
る

顧
頡
剛
・
劉
起

か
ら（
58
）、
戰
國
初
期
の
成
立
と
す
る
松
本
雅
明
ま
で（
59
）、
諸
說
存

在
す
る
。
し
か
し
そ
の
文
辭
に
着
目
す
る
と
、
屈
萬
里
の
「
本
篇
文
辭
平
易
、
不

類
西
周
時
作
品
。
殆
春
秋
或
戰
國
時
人
述
古
之
作
也
。」【
本
篇
は
文
辭
平
易
に
し

て
、
西
周
時
の
作
品
に
類
せ
ず
。
殆
ど
春
秋
或
い
は
戰
國
時
の
人
の
述
古
の
作
な

り
。】
と
い
う
意
見
が
妥
當
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る（
60
）。

（
3
）「
三
監
の
亂
」
說
話
と
金
縢
の
融
合

そ
れ
で
は
、
周
公
に
疑
念
を
抱
い
た
管
叔
ら
が
武
庚
祿
父
を
擁
立
し
、「
三
監

の
亂
」
を
お
こ
し
た
と
す
る
說
話
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
の
か
。
本
項
で
は

關
連
す
る
傳
世
文
獻
の
記
述
を
擧
げ
て
こ
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
周
公
と
管
叔
ら
と
の
不
和
や
管
叔
ら
の
惡
行
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
踏
ま

え
て
周
公
が
管
叔
ら
を
處
刑
・
處
罰
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
に
は
、
以
下
の
も
の
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が
あ
る
。

『
左
傳
』
僖
公
二
十
四
年

　

昔
周
公
弔
二
叔
之
不
咸
、
故
封
建
親
戚
以
蕃
屛
周
。

  【
昔
周
公
、
二
叔
の
咸お
な

じ
か
ら
ざ
る
を
弔
む
、
故
に
親
戚
を
封
建
し
て
以
て
周

に
蕃
屛
た
ら
し
む
。】

『
左
傳
』
襄
公
二
十
一
年

　

鯀

而
禹
興
、
伊
尹
放
大
甲
而
相
之
、
卒
無
怨
色
。
管
・
蔡
爲
戮
、
周
公
右
王
。

  【
鯀

せ
ら
る
る
も
禹
興
り
、
伊
尹
、
大
甲
を
放
つ
も
之
を
相
と
し
、
卒
に
怨

色
無
し
。
管
・
蔡
戮
を
爲
す
も
、
周
公
、
王
を
右
く
。】

『
國
語
』
楚
語
上

　

故
堯
有
丹
朱
、
舜
有
商
均
、
啓
有
五
觀
、
湯
有
太
甲
、
文
王
有
管
・
蔡
。

  【
故
に
堯
に
丹
朱
有
り
、
舜
に
商
均
有
り
、
啓
に
五
觀
有
り
、
湯
に
太
甲
有
り
、

文
王
に
管
・
蔡
有
り
。】

『
墨
子
』
耕
柱

　

古
者
周
公
旦
非
關
叔
、
辭
三
公
東
處
於
商
蓋
、
人
皆
謂
之
狂
。

  【
古
者
周
公
旦
、
關
叔
に
非
ら
れ
、
三
公
を
辭
し
て
東
の
か
た
商
蓋
に
處
る
、

人
皆
之
を
狂
と
謂
ふ
。】

『
商
君
書
』
賞
刑

　

昔
者
周
公
旦
殺
管
叔
、
流
霍
叔
、
曰
、「
犯
禁
者
也
」。

  【
昔
者
周
公
旦
、
管
叔
を
殺
し
、
霍
叔
を
流
し
て
、
曰
は
く
、「
禁
を
犯
せ
し
者

な
れ
ば
な
り
」
と
。】

『
莊
子
』
盜
跖

　

滿
苟
得
曰
、「
…
…
王
季
爲
適
、
周
公
殺
兄
、
長
幼
有
序
乎
。
…
…
」

  【
滿
苟
得
曰
は
く
、「
…
…
王
季
、
適
と
爲
り
、
周
公
、
兄
を
殺
す
、
長
幼
に
序

有
ら
ん
か
。
…
…
」】

こ
の
う
ち
特
に
周
公
が
關
叔
（
す
な
わ
ち
管
叔（
61
））
の
讒
言
を
承
け
、
東
方
の

商
蓋
の
地
に
逃
れ
た
こ
と
を
記
す
『
墨
子
』
耕
柱
は
、
金
縢
の
避
居
說
と
の
關
係

が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
周
公
と
管
叔
の
兄
弟
順
に
つ
い
て
は
、
先
秦
の
傳
世
文
獻

に
お
い
て
そ
れ
を
明
確
に
示
し
た
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、『
莊
子
』
盜
跖
の
記

述
は
管
叔
の
方
が
兄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

る
。管

叔
ら
が
武
庚
祿
父
・
殷
の
遺
民
や
東
夷
と
と
も
に
「
三
監
の
亂
」
を
お
こ
し

た
こ
と
を
記
す
も
の
に
は
、
第
一
節
（
1
）
に
引
用
し
た
『
孟
子
』
公
孫
丑
下
及

び
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

『
逸
周
書
』
作
雒
（
第
一
節
（
1
）
に
引
用
し
た
部
分
の
續
き
）

  　

武
王
旣
歸
、
乃
歲
十
二
月
崩
鎬
、
肂
于
岐
周
。
周
公
立
、
相
天
子
、
三
叔
及

殷
東
徐
奄
及
熊
盈
以
略
。
周
公
・
召
公
內
弭
父
兄
、
外
撫
諸
侯
。
九
年
六
月
、

葬
武
王
於
畢
。
二
年
、
又
作
師
旅
、
臨
衞
政
殷
、
殷
大
震
潰
。
降
辟
三
叔
、
王

子
祿
父
北
奔
、
管
叔
經
而
卒
、
乃
囚
蔡
叔
于
郭
淩
。

  【
武
王
旣
に
歸
り
、
乃
の
歲
十
二
月
鎬
に
崩
じ
、
岐
周
に
肂
す
。
周
公
立
ち
て
、

天
子
を
相
く
る
に
、
三
叔
及
び
殷
東
の
徐
奄
及
び
熊
盈
以
て
略
す
。
周
公
・
召

公
內
に
父
兄
を
弭
し
、
外
に
諸
侯
を
撫
す
。
九
年
六
月
、
武
王
を
畢
に
葬
る
。

二
年
、
又
た
師
旅
を
作
こ
し
、
衞
に
臨
み
て
殷
を
政
し
、
殷
大
い
に
震
潰
す
。



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

三
〇

三
叔
を
降
辟
し
、
王
子
祿
父
北
奔
す
、
管
叔
經
し
て
卒
し
、
乃
ち
蔡
叔
を
郭
淩

に
囚
ら
ふ
。】

『
左
傳
』
定
公
四
年

  　

管
・
蔡
啓
商
、

閒
王
室
、
王
於
是
乎
殺
管
叔
而
蔡
蔡
叔
、
以
車
七
乘
・
徒

七
十
人
。
…
…

  【
管
・
蔡
、
商
を
啓
し
て
、
王
室
を

閒
す
、
王
、
是
に
於
い
て
か
管
叔
を
殺

し
て
蔡
叔
を
蔡は
な

つ
に
、
車
七
乘
・
徒
七
十
人
を
以
て
す
。
…
…
】

『
荀
子
』
儒
效 

  　

武
王
崩
、
成
王
幼
、
周
公
屛
成
王
而
及
武
王
、
以
屬
天
下
、
惡
天
下
之
倍
周

也
。
履
天
子
之
籍
、
聽
天
下
之
斷
、
偃
然
如
固
有
之
、
而
天
下
不
稱
貪
焉
。
殺

管
叔
、
虛
殷
國
、
而
天
下
不
稱
戾
焉
。

  【
武
王
崩
ず
る
に
、
成
王
幼
し
、
周
公
、
成
王
を
屛
け
て
武
王
を
及つ

ぎ
、
以
て

天
下
を
屬
せ
し
む
る
は
、
天
下
の
周
に
倍そ

む

く
を
惡
め
ば
な
り
。
天
子
の
籍
を
履

み
、
天
下
の
斷
を
聽
き
、
偃
然
と
し
て
之
を
固
有
す
る
が
如
き
も
、
而
る
に
天

下
は
貪
と
稱
せ
ず
。
管
叔
を
殺
し
、
殷
國
を
虛
と
す
る
も
、
天
下
は
戾
と
稱
せ

ず
。】

『
呂
氏
春
秋
』
先
識
覽
・
察
微
略

  　

故
智
士
賢
者
相
與
積
心
愁
慮
以
求
之
、
猶
尚
有
管
叔
・
蔡
叔
之
事
與
東
夷
八

國
不
聽
之
謀
。

  【
故
に
智
士
賢
者
相
ひ
與
に
積
心
愁
慮
し
て
以
て
之
を
求
む
る
こ
と
、
猶
ほ
尚

ほ
管
叔
・
蔡
叔
の
事
ふ
る
に
東
夷
八
國
と
與
に
聽
か
ざ
る
の
謀
有
り
。】

『
荀
子
』
儒
效
に
は
周
公
稱
王
に
關
わ
る
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ

の
問
題
に
立
ち
入
ら
な
い
。

周
公
と
商
蓋
（
奄
）
と
の
關
わ
り
を
示
す
記
述
に
は
、
前
引
の
『
墨
子
』
耕
柱

の
ほ
か
、
以
下
の
二
つ
が
擧
げ
ら
れ
る
。

『
孟
子
』
滕
文
公
下

  　

及
紂
之
身
、
天
下
又
大
亂
。
周
公
相
武
王
、
誅
紂
伐
奄
、
三
年
討
其
君
、
驅

飛
廉
於
海
隅
而
戮
之
。

  【
紂
の
身
に
及
び
、
天
下
又
た
大
い
に
亂
る
。
周
公
、
武
王
を
相
け
、
紂
を
誅

し
て
奄
を
伐
ち
、
三
年
に
し
て
其
の
君
を
討
ち
、
飛
廉
を
海
隅
に
驅
り
て
之
を

戮
す
。】

『
韓
非
子
』
說
林
上

  　

周
公
旦
已
勝
殷
、
將
攻
商
蓋
、
辛
公
甲
曰
、「
大
難
攻
、
小
易
服
、
不
如
服

衆
小
以
劫
大
。」
乃
攻
九
夷
而
商
蓋
服
矣
。

  【
周
公
旦
已
に
殷
に
勝
ち
、
將
に
商
蓋
を
攻
め
ん
と
す
る
に
、
辛
公
甲
曰
は
く
、

「
大
な
る
は
攻
め
難
く
、
小
な
る
は
服
し
易
し
、
衆
小
を
服
し
て
以
て
大
な
る

を
劫
か
す
に
如
か
ず
」
と
。
乃
ち
九
夷
を
攻
め
て
商
蓋
服
す
る
な
り
。】

こ
の
二
つ
は
周
公
に
よ
る
踐
奄
の
役
に
關
す
る
記
述
で
あ
る
が
、『
孟
子
』
滕

文
公
下
で
は
紂
王
の
征
伐
、
す
な
わ
ち
武
王
克
殷
の
後
に
續
け
て
奄
の
征
伐
が
行

わ
れ
た
と
あ
り
、
そ
の
閒
に
位
置
す
る
は
ず
の
武
王
の
死
・
成
王
の
卽
位
や
「
三

監
の
亂
」
に
つ
い
て
は
觸
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
三
監
の
亂
」
と
踐
奄
の
役
と
の

關
連
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、『
韓
非
子
』說
林
上
の「
周

公
旦
已
に
殷
に
勝
」
つ
も
、「
三
監
の
亂
」
の
鎭
壓
で
は
な
く
紂
王
の
征
伐
を
指
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し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

ま
た
、『
詩
經
』
豳
風
・
破
斧
に
は
具
體
的
な
國
名
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、

「
周
公
東
征
、
四
國
是
皇
」【
周
公
東
征
し
、
四
國
を
是
れ
皇た

だ

す
】
と
い
っ
た
句
が

各
章
に
見
ら
れ
、
武
庚
祿
父
や
管
叔
ら
の
反
亂
及
び
踐
奄
の
役
の
話
を
踏
ま
え
て

作
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
逆
に
こ
の
詩
が
踐
奄
の
役
な
ど
の
話
の
成
立
に
寄
與
し

た
か
、
何
ら
か
の
關
係
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
詩
の
「
四
國
」
に

つ
い
て
は
、
毛
傳
は
「
管
・
蔡
・
商
・
奄
也
」
と
解
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
東
・

西
・
南
・
北
の
四
方
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
關
連
す
る
記
述
を
擧
げ
る
と
、『
荀

子
』
王
制
に
は
、
周
公
が
四
方
へ
の
遠
征
を
迫
ら
れ
た
と
あ
る
。

『
荀
子
』
王
制

  　

故
周
公
南
征
而
北
國
怨
、
曰
、「
何
獨
不
來
也
。」
東
征
而
西
國
怨
、
曰
、「
何

獨
後
我
也
。」

  【
故
に
周
公
南
征
す
れ
ば
而
ち
北
國
怨
み
て
、
曰
は
く
、「
何
ぞ
獨
り
來
た
ら
ざ

る
や
」
と
。
東
征
す
れ
ば
而
ち
西
國
怨
み
て
、
曰
く
、「
何
ぞ
獨
り
我
を
後
に

す
る
や
」
と
。】

こ
れ
は
周
公
が
南
征
を
す
れ
ば
北
方
の
人
々
か
ら
な
ぜ
北
征
を
し
な
い
の
か
と

怨
ま
れ
、
東
征
を
す
れ
ば
な
ぜ
西
征
を
後
回
し
に
す
る
の
か
と
怨
ま
れ
た
と
い
う

內
容
の
文
辭
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
東
征
」
は
當
然
武
庚
祿
父
・
管
叔
ら
の
反
亂

及
び
踐
奄
の
役
を
指
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
「
南
征
」
の
對
象

と
し
て
こ
の
話
の
中
で
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
楚
で
あ
る
。
こ
れ
は

戰
國
期
に
は
周
公
が
南
征
を
行
っ
た
と
い
う
傳
承
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
前
項
で
取
り
上
げ
た
『
尚
書
』
金
縢
の
奔
楚
說
の
も
と
に
な
っ
た

可
能
性
が
あ
る（
62
）。

こ
こ
に
擧
げ
た
の
は
多
く
が
先
秦
の
文
獻
と
見
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の

可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
秦
に
よ
る
統

一
の
前
後
に
は
、
管
叔
ら
が
殷
の
監
に
任
じ
ら
れ
、
周
公
と
不
和
と
な
り
、
武
庚

祿
父
や
殷
の
遺
民
な
ど
を
煽
動
し
て
反
亂
を
お
こ
し
、
周
公
に
よ
っ
て
征
伐
さ
れ

た
と
い
う
「
三
監
の
亂
」
說
話
が
、
お
そ
ら
く
は
金
縢
の
影
響
も
受
け
つ
つ
個
別

的
・
段
階
的
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る（
63
）。

以
下
に
引
く
『
尚
書
大
傳
』
に
よ
り
、
秦
漢
の
際
に
は
金
縢
を
「
三
監
の
亂
」

と
結
び
つ
け
る
讀
み
方
が
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
尚
書
大
傳
』
卷
四
（
第
一
節
（
1
）
に
引
用
し
た
部
分
を
含
む（
64
））

  　

武
王
殺
紂
、﹇
立
武
庚
﹈
而
繼
公
子
祿
父
、
使
管
叔
・
蔡
叔
監
祿
父
。
武
王
死
、

成
王
幼
、
周
公
盛
養
成
王
、
使
召
公
奭
爲
傅
、
周
公
身
居
位
、
聽
天
下
爲
政
。

管
叔
﹇
・
蔡
叔
﹈
疑
周
公
、
流
言
于
國
、
曰
、「
公
將
不
利
于
王
。」
奄
君
薄
姑

謂
祿
父
曰
、「
武
王
旣
死
矣
、
今
王
尚
幼
矣
、
周
公
見
疑
矣
。
此
世
之
將
亂
也
。

請
擧
事
。」
然
後
祿
父
及
三
監
叛
也
、
周
公
以
成
王
之
命
殺
祿
父
、
遂
踐
奄
。

踐
之
云
者
、
謂
殺
其
身
執
其
家
瀦
其
官
。
成
王
幼
在
襁
褓
。

  【
武
王
、
紂
を
殺
し
、﹇
武
庚
を
立
て
て
﹈
公
子
祿
父
を
し
て
繼
が
し
め
、
管
叔
・

蔡
叔
を
し
て
祿
父
を
監
せ
し
む
。
武
王
死
し
、
成
王
幼
く
、
周
公
、
成
王
を
盛

養
し
、
召
公
奭
を
し
て
傅
爲
ら
し
め
、
周
公
身
ら
位
に
居
り
、
天
下
に
聽
し
て

政
を
爲
す
。
管
叔
﹇
・
蔡
叔
﹈、
周
公
を
疑
ひ
、
國
に
流
言
し
て
、
曰
は
く
、「
公

將
に
王
に
利
あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
」と
。
奄
君
薄
姑
、祿
父
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
武



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

三
二

王
旣
に
死
し
、
今
王
尚
ほ
幼
く
、
周
公
疑
は
る
。
此
れ
世
の
將
に
亂
れ
ん
と
す

る
な
り
。
請
ふ
ら
く
は
事
を
擧
げ
ん
こ
と
を
」
と
。
然
る
後
祿
父
及
び
三
監
叛

し
、
周
公
、
成
王
の
命
を
以
て
祿
父
を
殺
し
、
遂
に
奄
を
踐
す
。
之
を
踐
す
と

云
ふ
者
は
、
其
の
身
を
殺
し
其
の
家
を
執
ら
へ
其
の
官
を
瀦
す
る
を
謂
ふ
。
成

王
幼
く
し
て
襁
褓
に
在
り
。】

金
縢
の
文
章
そ
の
も
の
か
ら
は
、
周
公
・
管
叔
ら
の
不
和
と
「
三
監
の
亂
」
と

の
關
係
は
讀
み
取
れ
な
い
こ
と
は
、
前
項
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま

た
、『
尚
書
大
傳
』
で
は
「
三
監
の
亂
」
と
踐
奄
の
役
と
が
一
連
の
事
件
と
し
て

扱
わ
れ
て
い
る
點
も
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
本
稿
冒
頭
に
引
い
た
『
史
記
』
周
本
紀
に
よ
り
、
前
漢
の
武
帝
期
ま
で

に
は
「
三
監
の
亂
」
說
話
が
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
完
成
・
定
着
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る（
65
）。

附
論　
『
今
本
竹
書
紀
年
』
に
見
え
る
關
連
の
記
述
に
つ
い
て

―
む
す
び
に
か
え
て
―

本
稿
で
は
、
西
周
金
文
や
淸
華
簡
『
繫
年
』
と
い
っ
た
出
土
文
字
資
料
と
、
傳

世
文
獻
に
お
け
る
「
三
監
の
亂
」
に
關
す
る
記
述
を
比
較
し
、

子
聖
の
亂
あ
る

い
は
商
邑
の
亂
と
呼
ぶ
べ
き
反
亂
が
、『
史
記
』
周
本
紀
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
三

監
の
亂
」
說
話
へ
と
變
容
・
整
理
さ
れ
て
い
く
過
程
を
論
じ
た
。
そ
の
變
容
の
過

程
で
大
き
な
影
響
を
與
え
た
の
が
金
縢
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
繫
年
』
第
三
章
に

關
し
て
は
、
西
周
金
文
及
び
傳
世
文
獻
の
關
連
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
歷
史
的

事
實
と
し
て
の

子
聖
の
亂
（
あ
る
い
は
商
邑
の
亂
）
が
、
說
話
と
し
て
の
「
三

監
の
亂
」
へ
と
變
容
す
る
直
前
の
段
階
の
も
の
と
評
價
で
き
る
。

最
後
に
、『
今
本
竹
書
紀
年
』
に
見
え
る
關
連
の
記
述
に
つ
い
て
確
認
し
て
お

き
た
い
。
ま
ず
第
一
節
（
1
）
で
引
用
し
た
「
命
監
殷
。
遂
狩
于
管
」
に
つ
い
て
、

王
國
維
『
今
本
竹
書
紀
年
疏
證
』
は
、
同
じ
く
第
一
節
（
1
）
で
引
用
し
た
『
逸

周
書
』
作
雒
の
「
武
王
克
殷
、
乃
立
王
子
祿
父
、
俾
守
商
祀
。
建
管
叔
于
東
、
建

蔡
叔
・
霍
叔
于
殷
、
俾
監
殷
臣
」
や
大
匡
・
文
政
の
「
惟
十
有
三
祀
、
王
在
管
」

を
踏
ま
え
て
僞
作
さ
れ
た
記
述
と
見
る（
66
）。
し
か
し
こ
こ
で
は
殷
の
監
の
構
成
員

や
人
數
を
明
確
に
し
て
お
ら
ず
、
本
當
に
こ
れ
ら
の
文
獻
、
特
に
『
逸
周
書
』
作

雒
を
踏
ま
え
た
も
の
か
疑
問
が
生
じ
る
。

  　
（
成
王
元
年
）
武
庚
以
殷
叛
。
周
文
公
出
居
于
東
。
二
年
、
奄
人
・
徐
人
及

淮
夷
入
于

以
叛
。
秋
、
大
雷
電
以
風
、
王
逆
周
文
公
于
郊
。
遂
伐
殷
。
三
年
、

王
師
滅
殷
、
殺
武
庚
祿
父
。
遷
殷
民
于
衞
。
遂
伐
奄
。
滅
蒲
始
。

  【
武
庚
、
殷
を
以
て
叛
く
。
周
文
公
出
で
て
東
に
居
る
。
二
年
、
奄
人
・
徐
人

及
び
淮
夷
、
に
入
り
て
以
て
叛
く
。
秋
、大
い
に
雷
電
し
て
以
て
風
ふ
く
、王
、

周
文
公
を
郊
に
逆
ふ
。
遂
に
殷
を
伐
つ
。
三
年
、
王
の
師
、
殷
を
滅
ぼ
し
、
武

庚
祿
父
を
殺
す
。
殷
の
民
を
衞
に
遷
す
。
遂
に
奄
を
伐
つ
。
蒲
始
を
滅
ぼ
す
。】

そ
し
て
こ
の
部
分
の
「
三
年
、
王
師
滅
殷
、
殺
武
庚
祿
父
」
は
、
王
國
維
『
今

本
竹
書
紀
年
疏
證
』
は
『
逸
周
書
』
作
雒
の
「
二
年
、
又
作
師
旅
、
臨
衞
政
殷
、

殷
大
震
潰
、
降
辟
三
叔
、
王
子
祿
父
北
奔
」（
訓
讀
は
第
二
節
（
3
）
を
參
照
）

を
踏
ま
え
る
と
す
る（
67
）。
し
か
し
『
逸
周
書
』
作
雒
で
は
祿
父
が
「
北
奔
」
し
た

と
だ
け
記
し
、
そ
の
後
の
生
死
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
の
に
對
し
、『
今



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

三
三

本
竹
書
紀
年
』
の
方
で
は
「
武
庚
祿
父
を
殺
す
」
と
し
て
い
る
な
ど
、
內
容
が
一

致
し
な
い
。
ま
た
反
亂
を
お
こ
し
て
征
伐
の
對
象
と
な
っ
た
の
は
武
庚
祿
父
の
み

で
、
管
叔
ら
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
そ
の
征
伐
の
主
體
が
成
王
で

あ
る
と
し
て
い
る
點
は
、
西
周
金
文
や
淸
華
簡
『
繫
年
』
に
見
え
る
關
連
の
記
述

と
矛
盾
し
な
い
。

『
今
本
竹
書
紀
年
』
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
從
來
は
宋
代
以
後
に
『
史

記
』
等
の
文
獻
を
參
照
し
て
作
ら
れ
た
僞
書
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
王

國
維
『
今
本
竹
書
紀
年
疏
證
』
も
各
文
の
出
典
を
調
査
し
、
そ
の
僞
作
で
あ
る
こ

と
を
證
明
し
よ
う
と
し
た
硏
究
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
で
は
『
今
本
竹
書
紀
年
』

に
も
一
定
の
史
料
的
價
値
を
認
め
る
硏
究
者
が
增
え
つ
つ
あ
る（
68
）。『
今
本
竹
書
紀

年
』
の
「
三
監
の
亂
」
に
關
す
る
記
述
が
傳
世
文
獻
よ
り
も
出
土
文
字
資
料
に
見

え
る
關
連
の
記
述
に
近
い
こ
と
は
、
こ
の
書
が
僞
作
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
僞
作

で
あ
る
と
し
て
も
、
現
存
し
な
い
文
獻
か
ら
の
引
用
な
ど
有
用
な
史
料
を
含
ん
で

い
る
こ
と
を
示
す
證
左
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
擧
げ
た
成
王
元
年
の
條
文
の
う
ち
、「
周
文
公
出
居
于
東
」「
秋
、
大
雷

電
以
風
、
王
逆
周
文
公
于
郊
」
は
、
明
ら
か
に
金
縢
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る（
69
）。

前
者
は
第
二
節
（
2
）
で
引
用
し
た
居
東
の
部
分
に
あ
た
り
、
後
者
は
そ
の
續
き

で
、
秋
の
收
穫
を
前
に
穀
物
が
倒
れ
臥
す
な
ど
異
變
が
お
こ
り
、
成
王
が
金
縢
の

書
を
讀
ん
で
周
公
の
忠
誠
を
知
り
、悔
恨
す
る
と
い
う
部
分
で
あ
る
。
現
行
本『
尚

書
』
金
縢
の
該
當
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
。

『
尚
書
』
金
縢

  　

王
執
書
以
泣
、
曰
、「
其
勿
穆
卜
。
昔
公
勤
勞
王
家
、
惟
豫
沖
人
弗
及
知
。

今
天
動
威
、
以
彰
周
公
之
德
、
惟
朕
小
子
其
新
逆
、
我
國
家
禮
亦
宜
之
。」
王

出
郊
、
天
乃
雨
、
反
風
、
禾
則
盡
起
。
二
公
命
邦
人
、
凡
大
木
所
偃
、
盡
起
而

築
之
。
歲
則
大
熟
。

  【
王
、
書
を
執
り
て
以
て
泣
き
て
、
曰
は
く
、「
其
れ
穆
卜
す
る
こ
と
勿
か
ら
ん

こ
と
を
。
昔
公
、
王
家
に
勤
勞
せ
し
も
、
惟
れ
豫
沖
人
知
る
に
及
ば
ざ
り
き
。

今
天
、
威
を
動
か
し
て
、
以
て
周
公
の
德
を
彰
ら
か
に
す
、
惟
れ
朕
小
子
其
れ

新み
ず
から
逆
へ
ん
、
我
が
國
家
の
禮
も
亦
た
之
に
宜
し
」
と
。
王
、
郊
に
出
づ
る
に
、

天
乃
ち
雨
ふ
ら
し
、
風
を
反
し
、
禾
則
ち
盡
く
起
つ
。
二
公
、
邦
人
に
命
じ
、

凡
そ
大
木
の
偃ふ

す
所
は
、
盡
く
起
こ
し
て
之
を
築
か
し
む
。
歲
則
ち
大
い
に

熟
す（
70
）。】

『
今
本
竹
書
紀
年
』
で
は
「
王
逆
周
文
公
于
郊
」
と
、
成
王
が
郊
に
周
公
を
出

迎
え
た
と
し
て
い
る
が
、（
こ
れ
を
迎
郊
說
と
稱
す
る
）
現
行
の
金
縢
で
は
「
王

出
郊
」
と
曖
昧
な
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
僞
孔
傳
は
「
郊
以
玉
幣
謝
天
、
天
卽
反

風
起
禾
、
明
郊
之
是
」【
郊
す
る
に
玉
幣
を
以
て
天
に
謝
す
れ
ば
、
天
卽
ち
風
を

反
し
て
禾
を
起
こ
し
、
郊
の
是
な
る
を
明
ら
か
に
す
。】
と
成
王
が
郊
祭
を
行
っ

た
意
と
し
、（
つ
ま
り
「
王
出
郊
」
は
「
王
出
で
て
郊
す
」
と
讀
ま
せ
て
い
る
）『
尚

書
正
義
』
も
そ
の
解
釋
を
承
け
て
い
る
。（
こ
れ
を
郊
祭
說
と
稱
す
る
）

『
尚
書
大
傳
』
卷
四

  　

周
公
疾
曰
、「
吾
死
、
必
葬
於
成
周
、
示
天
下
臣
於
成
王
也
。」
周
公
死
、
天

乃
雷
雨
以
風
、
禾
盡
偃
、
大
木
斯
拔
、
國
恐
。
王
與
大
夫
開
金
縢
之
書
、
執
書

以
泣
曰
、「
周
公
勤
勞
王
家
、
豫
幼
人
弗
及
知
、
乃
不
葬
於
成
周
而
葬
之
於
畢
、



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

三
四

示
天
下
不
敢
臣
。」
周
公
死
、成
王
欲
葬
之
於
成
周
、天
乃
雷
雨
以
風
、禾
盡
偃
、

大
木
斯
拔
、
國
人
大
恐
、
乃
葬
周
公
於
畢
、
示
不
敢
臣
也
。

  【
周
公
疾
み
て
曰
は
く
、「
吾
れ
死
す
れ
ば
、
必
ず
成
周
に
葬
ら
れ
、
天
下
に
成

王
に
臣
た
る
を
示
さ
ん
」
と
。
周
公
死
す
る
に
、
天
乃
ち
雷
雨
す
る
に
風
を
以

て
し
、
禾
盡
く
偃
し
、
大
木
斯
ち
拔
か
れ
、
國
恐
る
。
王
、
大
夫
と
金
縢
の
書

を
開
き
、
書
を
執
り
て
以
て
泣
き
て
曰
は
く
、「
周
公
、
王
家
に
勤
勞
す
る
も
、

豫
幼
人
知
る
に
及
ば
す
、
乃
ち
成
周
に
葬
ら
ず
し
て
之
を
畢
に
葬
り
、
天
下
に

敢
へ
て
臣
と
せ
ざ
る
を
示
さ
ん
」
と
。
周
公
死
し
、
成
王
、
之
を
成
周
に
葬
ら

ん
と
欲
す
る
に
、
天
乃
ち
雷
雨
す
る
に
風
を
以
て
し
、
禾
盡
く
偃
し
、
大
木
斯

ち
拔
か
れ
、
國
人
大
い
に
恐
る
、
乃
ち
周
公
を
畢
に
葬
り
、
敢
へ
て
臣
と
せ
ざ

る
を
示
す
な
り
。】

上
に
擧
げ
た
『
尚
書
大
傳
』
も
郊
祭
說
を
採
る
が
、
こ
こ
で
は
前
後
の
事
情
を

補
足
し
、秋
の
異
變
が
お
こ
っ
た
時
に
は
旣
に
周
公
が
沒
し
て
い
た
と
す
る
。『
史

記
』
魯
周
公
世
家
な
ど
で
も
周
公
が
沒
し
た
後
に
異
變
が
お
こ
り
、
成
王
が
郊
祭

を
行
っ
た
と
す
る
。
一
方
で
鄭
玄
は
『
詩
經
』
豳
風
・
東
山
の
鄭
箋
に
お
い
て
「
成

王
旣
得
金
縢
之
書
、
親
迎
周
公
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
迎
郊
說
を
採
る
。（
東
山
の

鄭
箋
に
つ
い
て
は
第
二
節
（
2
）
で
の
引
用
を
參
照（
71
））

し
か
し
淸
華
簡
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
』
で
は
、
こ
の
部
分
を

「
王
乃
出
逆
公
至
鄗
（
郊
）」【
王
乃
ち
出
で
て
公
を
逆
へ
ん
と
し
て
郊
に
至
る
。】

と
し
、
成
王
が
周
公
を
郊
で
出
迎
え
た
と
し
て
い
る（
72
）。
こ
れ
に
よ
り
、
少
な
く

と
も
迎
郊
說
が
戰
國
期
に
遡
る
こ
と
に
な
り
、『
今
本
竹
書
紀
年
』
の
記
述
も
こ

れ
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
今
本
竹
書
紀
年
』
の
「
三
監
の
亂
」
に
關
連
す
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
戰
國
期
に
遡
る
文
獻
や
解
釋
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
武
庚
祿
父
の
征
伐
と
金
縢
を
融
合
さ
せ
て
い
る
點
で
も
興
味

深
い
。
假
に
『
今
本
竹
書
紀
年
』
が
僞
書
で
は
な
い
、
あ
る
い
は
當
該
部
分
に
つ

き
現
存
し
な
い
文
獻
な
ど
を
引
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
同
じ
く
兩
者
の
融
合
を
は

か
っ
た
『
尚
書
大
傳
』
の
先
驅
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
金
縢
の
「
王
出
郊
」
に
關
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
『
尚
書
正

義
』
が
前
述
の
よ
う
に
僞
孔
傳
を
承
け
て
郊
祭
說
を
採
用
す
る
一
方
で
、
南
宋
の

蔡
沈
『
書
集
傳
』
で
は
「
成
王
自
往
迎
公
」【
成
王
自
ら
往
き
て
公
を
迎
ふ
】
と

す
る
な
ど
迎
郊
說
を
採
り
、『
今
本
竹
書
紀
年
』
の
解
釋
は
あ
る
い
は
こ
れ
を
踏

襲
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
金
縢
の
「
居
東
」
の
解
釋
に
つ
い
て
も
、『
今
本

竹
書
紀
年
』
で
は
周
公
が
成
王
に
迎
え
ら
れ
て
か
ら
武
庚
祿
父
や
奄
の
征
伐
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
避
居
說
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、『
書
集
傳
』

で
も
や
は
り
避
居
說
を
採
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
な
お
疑
問
と
す
る
所
も
あ
り
、

『
今
本
竹
書
紀
年
』
の
眞
僞
や
史
料
的
價
値
に
つ
い
て
は
、「
三
監
の
亂
」
に
關
す

る
部
分
の
み
な
ら
ず
全
般
的
な
檢
討
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後

の
課
題
と
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

﹇
追
記
﹈
本
稿
の
內
容
に
大
き
く
關
わ
る
と
思
わ
れ
る
硏
究
と
し
て
、
本
稿
執
筆

後
に
李
學
勤
「
讀
《
繫
年
》
第
三
章
及
相
關
銘
文
札
記
」（『
出
土
文
獻
』
第
四
輯
、

中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
及
び
蘇
建
洲
・
吳

・
賴
怡
璇
『
淸
華
二

《
繫
年
》
集
解
』（
萬
卷
樓
圖
書
公
司
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
が
發
表
さ
れ
た
。



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

三
五

註（1
）
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
・
李
學
勤
主
編
『
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹

簡
（
貳
）』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
一
年
。
以
下
、『
淸
華
簡
（
貳
）』
と
略
稱
）。
同
『
淸

華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
〇
年
。
以
下
、『
淸
華
簡
（
壹
）』

と
略
稱
）
の
前
言
で
は
、
淸
華
簡
は
、
盜
掘
に
よ
っ
て
香
港
に
流
傳
し
て
い
た
も
の
を
、

二
〇
〇
八
年
に
淸
華
大
學
校
友
の
趙
偉
國
氏
が
母
校
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
淸
華
簡
の
出
現
・
收
藏
の
經
緯
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
澤
賢
二
「
淸
華
大
學
藏

戰
國
竹
書
考
」（『
中
國
天
文
學
史
硏
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
を
參
照
。

（
2
）
釋
讀
に
あ
た
っ
て
は
『
淸
華
簡
（
貳
）』
の
注
釋
及
び
淺
野
裕
一
「
史
書
と
し
て
の

淸
華
簡
『
繫
年
』
の
性
格
」（
淺
野
裕
一
・
小
澤
賢
二
『
出
土
文
獻
か
ら
見
た
古
史
と

儒
家
經
典
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
の
訓
讀
を
參
照
し
た
。

（
3
）
屎
字
は
金
文
に
見
え
る
씘
字
の
譌
變
で
あ
り
、
纂
と
讀
み
、
繼
の
意
と
な
る
。
宋

華
強
「
淸
華
簡
《
繫
年
》〝
纂
伐
〞
之
〝
纂
〞」（
簡
帛
網
、二
〇
一
一
年
一
二
月
二
一
日
）

な
ど
を
參
照
。

（
4
）
こ
の
字
の
釋
讀
に
つ
い
て
は
諸
說
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
說
得
力
に
缺
け
る
。
本
稿

で
は
取
り
敢
え
ず
『
淸
華
簡
（
貳
）』
第
三
章
、
注
一
三
の
釋
讀
を
踏
襲
し
て
お
く
。

（
5
）『
淸
華
簡
（
貳
）』
第
三
章
、注
五
、李
學
勤
「
淸
華
簡
『
繫
年
』
及
有
關
古
史
問
題
」

（『
初
識
淸
華
簡
』、
中
西
書
局
、
二
〇
一
三
年
。
初
出
『
文
物
』
二
〇
一
一
年
第
三
期
）

な
ど
。

（
6
）
白
川
靜
『
金
文
通
釋
』
卷
一
上
・
第
二
輯
三
（『
白
川
靜
著
作
集　

別
卷
』、
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
年
。
初
出
『
白
鶴
美
術
館
誌
』、
一
九
六
二
年
）。

（
7
）『
繫
年
』
の
「
三
監
を
殺
す
」
に
つ
い
て
は
、『
淸
華
簡
（
貳
）』
第
三
章
、
注
五
及

び
李
學
勤
前
揭
「
淸
華
簡
『
繫
年
』
及
有
關
古
史
問
題
」
は
、
三
監
に
屬
す
る
周
人
の

官
吏
や
軍
士
を
殺
害
し
た
と
解
し
、
王
輝
「
一
粟
居
讀
簡
記
」（『
陝
西
歷
史
博
物
館
館

刊
』
第
一
九
輯
、
二
〇
一
二
年
）、
一
二
九
頁
は
、
三
監
を
殺
し
た
の
は
周
公
で
あ
る

と
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
傳
世
文
獻
と
の
調
整
を
は
か
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
解
釋
は
出

土
文
字
資
料
を
傳
世
文
獻
の
記
述
を
證
明
す
る
た
め
の
道
具
と
し
、
出
土
文
字
資
料
獨

自
の
史
料
的
價
値
を
無
視
す
る
行
為
で
あ
る
。（
特
に
王
輝
の
解
釋
は
『
繫
年
』
第
三

章
に
周
公
が
見
ら
れ
ず
、無
理
が
あ
る
。）こ
う
し
た
硏
究
手
法
の
問
題
點
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
西
周
祭
祀
儀
禮
硏
究
の
手
法
に
つ
い
て
―
二
重
證
據
法
と
文
化
人
類
學
的
手
法

―
」（『
中
國
古
代
史
論
叢
』
五
集
、立
命
館
東
洋
史
學
會
叢
書
、二
〇
〇
八
年
）
を
參
照
。

（
8
）
吉
本
道
雅
「
淸
華
簡
繫
年
考
」（『
京
都
大
學
文
學
部
硏
究
紀
要
』
第
五
二
號
、

二
〇
一
三
年
）、
二
一
頁
。

（
9
）『
淸
華
簡
（
壹
）』
前
言
、
三
頁
で
は
、
淸
華
簡
の
年
代
は
Ａ
Ｍ
Ｓ
炭
素
一
四
年
代

測
定
に
よ
る
と
前
三
〇
五
±
三
〇
年
で
あ
る
と
す
る
。『
繫
年
』
の
場
合
は
、
最
後
の

第
二
三
章
に
楚
の
悼
哲
王
（
悼
王
）
の
時
代
の
事
績
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
當
然

そ
れ
以
後
の
成
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
10
）
陳
夢
家
『
尚
書
通
論
』（
陳
夢
家
著
作
集
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）、
九
七
頁

で
は
、
書
序
の
多
く
が
『
史
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
制
作
は
お
お

む
ね
前
漢
の
武
帝
以
前
、
お
そ
ら
く
は
秦
・
漢
の
際
で
あ
る
と
す
る
。
た
だ
し
こ
こ
で

問
題
に
す
る
大
誥
の
序
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
で
は
周
本
紀
及
び
魯
周
公
世
家
に
引

用
さ
れ
て
い
る
が
、
魯
周
公
世
家
で
「
管
・
蔡
・
武
庚
等
果
率
淮
夷
而
反
。
周
公
乃
奉

成
王
命
、
興
師
東
伐
、
作
大
誥
」【
管
・
蔡
・
武
庚
等
果
た
し
て
淮
夷
を
率
ゐ
て
反
く
。

周
公
乃
ち
成
王
の
命
を
奉
じ
、
師
を
興
し
て
東
伐
し
、
大
誥
を
作
る
】
と
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
現
行
の
僞
孔
傳
本
『
尚
書
』
の
大
誥
の
序
と
文
辭
が
異
な
り
、「
三
監
」
の

語
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
現
行
本
で
の
書
序
と
『
史
記
』
で
の
引
用
文
と

が
一
致
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
書
二
七
七
〜
二
七
八
頁
で
は
、
そ
の
大
部
分
が

司
馬
遷
に
よ
っ
て
も
と
の
序
文
か
ら
書
き
改
め
ら
れ
た
と
す
る
。
李
銳
「
由
近
年
出
土

文
獻
論
《
尚
書
序
》
的
有
關
問
題
」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究
與
保
護
中
心
編
『
淸

華
簡
硏
究
（
第
一
輯
）　
《
淸
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
（
壹
）》
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』、

中
西
書
局
、
二
〇
一
二
年
等
）
は
、
出
土
文
獻
も
參
照
し
つ
つ
、
書
序
は
先
秦
の
文
獻

に
基
づ
い
て
成
書
さ
れ
た
と
推
測
し
、
そ
の
成
書
年
代
の
上
限
を
戰
國
期
ま
で
遡
ら
せ

る
。
そ
し
て
大
誥
の
序
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
淸
華
簡
『
繫
年
』
第
三
章

の
記
述
に
よ
り
、
先
秦
の
佚
書
に
基
づ
い
た
と
推
測
す
る
。
本
稿
で
は
取
り
敢
え
ず
陳

夢
家
說
に
基
づ
き
、
大
誥
の
序
も
前
漢
の
武
帝
の
頃
ま
で
に
成
立
し
て
い
た
と
見
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

（
11
）
本
稿
で
は
『
尚
書
大
傳
』
に
つ
い
て
は
『
四
部
叢
刊
』
本
、
す
な
わ
ち
陳
壽
祺
輯

校
本
よ
り
引
用
す
る
。
對
應
す
る
卷
數
や
各
文
の
出
典
に
つ
い
て
は
同
書
を
參
照
。

（
12
）
杜
勇
「
從
三
監
看
武
王
大
分
封
的
性
質
」（『
人
文
雜
誌
』
一
九
九
九
年
第
一
期
）、

九
一
頁
。

（
13
）
顧
頡
剛
「〝
三
監
〞
人
物
及
其
疆
地
―
周
公
東
征
史
事
考
證
之
一
―
」（『
文
史
』
第

二
二
輯
、
一
九
八
四
年
）・
劉
起

「
周
初
的
〝
三
監
〞
與

・

・
衞
三
國
及
衞
康

叔
封
地
問
題
」（『
歷
史
地
理
』
第
二
輯
、
一
九
八
二
年
）。

（
14
）
楊
寛
『
西
周
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
一
三
〇
頁
・
王
玉
哲
『
中

華
遠
古
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
五
〇
三
頁
。

（
15
）
顧
頡
剛
前
揭
「〝
三
監
〞
人
物
及
其
疆
地
―
周
公
東
征
史
事
考
證
之
一
―
」、一
一
頁
。

（
16
）
李
學
勤
前
揭
「
淸
華
簡
『
繫
年
』
及
有
關
古
史
問
題
」、
一
六
頁
。

（
17
）
路
懿

「
從
淸
華
簡
『
繫
年
』
看
周
初
的
〝
三
監
〞」（
淸
華
大
學
出
土
文
獻
硏
究

與
保
護
中
心
網
站
、
二
〇
一
二
年
六
月
六
日
）。

（
18
）
た
だ
し
高
似
孫
『
史
略
』
卷
六
で
は
こ
の
部
分
を
「
惟
十
有
三
祀
、王
在
管
、管
叔
・

蔡
叔
泉
商
之
監
。」
と
引
用
し
、
孫
詒
讓
は
後
半
部
を
「
管
叔
・
蔡
叔
臮
殷
三
監
」
と

校
訂
す
る
。
黃
懷
信
・
張
懋
鎔
・
田
旭
東
『
逸
周
書
彙
校
集
注
』（
修
訂
本
）（
上
海
古



「
三
監
の
亂
」
說
話
の
形
成

三
六

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）、
三
六
一
〜
三
六
二
頁
を
參
照
。

（
19
）『
今
本
竹
書
紀
年
』
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
方
詩
銘
・
王
修
齡
『
古
本
竹
書
紀
年

輯
證
』（
修
訂
本
）　
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
所
收
の
王
國
維
『
今
本
竹

書
紀
年
疏
證
』
よ
り
引
用
す
る
。

（
20
）
杜
勇
前
揭
「
從
三
監
看
武
王
大
分
封
的
性
質
」、
九
一
頁
。

（
21
）
路
懿

前
揭
「
從
淸
華
簡
『
繫
年
』
看
周
初
的
〝
三
監
〞」。

（
22
）
本
書
で
は
金
文
を
引
用
す
る
際
、
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
所
編
『
殷
周
金
文

集
成
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
修
訂
增
補
本
。
以
下
、
集
成
と
略
稱
）
及
び
鍾
柏

生
等
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
。
新

收
と
略
稱
）
の
番
號
と
斷
代
を
付
す
。
斷
代
に
つ
い
て
は
、
林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
靑

銅
器
の
硏
究　

殷
周
靑
銅
器
綜
覽
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
年
）
に
記
載
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
斷
代
も
付
す
。
集
成
・
新
收
の
兩
書
に
未
收
錄
の
新
出
の
器
に
つ
い

て
は
初
出
誌
・
論
文
名
を
擧
げ
、
初
出
誌
に
お
け
る
斷
代
を
付
す
。
ま
た
、
一
部
吳
鎭

烽
編
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。
吳
鎭

烽
と
略
稱
）
所
收
の
金
文
を
引
用
し
た
。

（
23
）
럠
地
は
、
于
省
吾
「
利
簋
銘
文
考
釋
」（『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
八
期
）
な
ど
は
、

管
叔
の
封
地
の
管
と
解
す
る
。

（
24
）
張
亞
初
・
劉
雨
『
西
周
金
文
官
制
硏
究
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）、
四
九
頁

な
ど
。

（
25
）
郭
沫
若
「
釋
應
監

」（『
金
文
叢
考
補
錄
』、『
郭
沫
若
全
集
考
古
編
』
第
六
卷
、
科

學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
。
初
出
一
九
六
〇
年
）・
耿
鐵
華
「
關
於
西
周
監
國
制
度
的

幾
件
銅
器
」（『
考
古
與
文
物
』
一
九
八
五
年
第
四
期
）
な
ど
。
た
だ
し
應
監

に
つ
い

て
は
多
く
の
硏
究
が
あ
り
、
周
初
の
三
監
の
設
置
と
關
連
づ
け
、
應
侯
が
應
監
を
兼
ね

た
と
す
る
な
ど
樣
々
な
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
說
に
つ
い
て
は
、
河
南
省
文
物
考

古
硏
究
所
・
平
頂
山
市
文
物
管
理
局
編
『
平
頂
山
應
國
墓
地
』
Ⅰ
上
（
大
象
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）、
三
三
七
〜
三
四
一
頁
を
參
照
。

（
26
）
任
偉
『
西
周
封
國
考
疑
』（
社
會
科
學
文
獻
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
二
七
四
〜

二
七
八
頁
。

（
27
）
徐
銘
「
周
初
的
監
國
方
式
探
析
」（『
遼
寧
工
程
技
術
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』

二
〇
一
一
年
第
四
期
）。

（
28
）
杜
勇
前
揭
「
從
三
監
看
武
王
大
分
封
的
性
質
」、
九
二
〜
九
三
頁
。

（
29
）
杜
勇
前
揭
「
從
三
監
看
武
王
大
分
封
的
性
質
」、
九
二
頁
で
は
、『
禮
記
』
王
制
の
例

に
つ
い
て
、
漢
儒
が
秦
漢
の
制
に
よ
っ
て
周
制
に
附
會
し
た
謬
說
で
あ
る
と
す
る
。

（
30
）
劉
起

前
揭
「
周
初
的
〝
三
監
〞
與

・

・
衞
三
國
及
衞
康
叔
封
地
問
題
」・
耿

鐵
華
前
揭
「
關
於
西
周
監
國
制
度
的
幾
件
銅
器
」・
伍
仕
謙
「
論
西
周
初
年
的
監
國
制
度
」

（『
西
周
史
硏
究
』、
人
文
雜
誌
叢
刊
第
二
輯
、
一
九
八
四
年
）。

（
31
）
金
文
の
「
貯
」
な
い
し
は
「
賈
」
字
を
め
ぐ
る
論
爭
に
つ
い
て
は
、
趙
誠
『
二
十

世
紀
金
文
硏
究
述
要
』、
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
四
六
八
〜
四
七
三
頁
を
參
照
。

（
32
）
松
井
嘉
德
「
西
周
の
官
制
」（『
周
代
國
制
の
硏
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
。

初
出
「
西
周
官
制
硏
究
序
說
」（『
社
會
シ
ス
テ
ム
論
集
』
第
一
號
、
島
根
大
學
法
文
學

部
社
會
シ
ス
テ
ム
學
科
、
一
九
九
六
年
））。

（
33
）
河
南
省
文
物
考
古
硏
究
所
等
前
揭
『
平
頂
山
應
國
墓
地
』
Ⅰ
上
、
三
三
八
頁
も
、
三

監
に
つ
い
て
臨
時
の
需
要
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
34
）
꽏
字
を
嘆
詞
と
し
て
讀
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、武
振
玉
『
兩
周
金
文
虛
詞
硏
究
』（
綫

裝
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
六
〇
〜
二
六
五
頁
を
參
照
。

（
35
）
張
光
裕
「
땚
簋
銘
文
與
西
周
史
事
新
證
」（『
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
二
期
）。
こ
の

銘
文
の
釋
讀
に
つ
い
て
は
、
本
號
の
「
金
文
通
解
」
を
參
照
。

（
36
）
本
稿
注
（
5
）・
注
（
6
）
を
參
照
。

（
37
）
王
子
聖
觚
に
見
え
る
「
王
子
聖
」
は
、
從
來
は
「
天
子
聖
」
と
釋
讀
さ
れ
て
い
た
。

路
懿

「〝

子
聖
〞
與
〝
王
子
祿
父
〞」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
硏
究
中
心

網
站
、
二
〇
一
二
年
五
月
二
五
日
）
を
參
照
。

（
38
）
路
懿

前
揭
「〝

子
聖
〞
與
〝
王
子
祿
父
〞」。

（
39
）
王
輝
前
揭
「
一
粟
居
讀
簡
記
」、
一
二
八
〜
一
三
〇
頁
。

（
40
）
彭
裕
商
「
周
公
攝
政
考
」（『
西
周
靑
銅
器
年
代
綜
合
硏
究
』、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
三

年
）、
三
九
〜
四
三
頁
及
び
彭
裕
商
「《
尚
書
・
金
縢
》
新
硏
」（『
歷
史
硏
究
』

二
〇
一
二
年
第
六
期
）。

（
41
）
白
川
靜
『
金
文
の
世
界　

殷
周
社
會
史
』（『
白
川
靜
著
作
集
』
第
五
卷
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
〇
年
。
初
出
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
一
年
）、
三
九
頁
。

（
42
）
뤆
字
を
祝
字
と
釋
讀
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、王
子
揚
「
甲
骨
文
從
〝
示
〞
從 〝

〞

的
〝
祝
〞
字
祛
疑
」（
中
國
社
會
科
學
院
歷
史
硏
究
所
先
秦
史
硏
究
室
網
站
、

二
〇
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
）
を
參
照
。

（
43
）
陳
夢
家
『
西
周
銅
器
斷
代
』（
陳
夢
家
著
作
集
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）、
二
八

頁
。

（
44
）
た
だ
し
魯
周
公
世
家
で
は
「
管
・
蔡
・
武
庚
等
果
率
淮
夷
而
反
。
周
公
乃
奉
成
王
命
、

興
師
東
伐
、
作
大
誥
」
と
あ
る
。（
訓
讀
は
注
（
10
）
を
參
照
）

（
45
）
楊
寛
『
西
周
史
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
一
三
四
頁
。

（
46
）
白
川
靜
前
揭
『
金
文
の
世
界　

殷
周
社
會
史
』、
三
九
頁
。

（
47
）
後
述
す
る
避
居
說
に
沿
っ
て
訓
讀
し
た
。

（
48
）こ
の
ほ
か
、『
毛
詩
譜
』豳
譜
や
七
月
の
鄭
箋
に
も
鄭
玄
の
同
樣
の
見
解
が
見
ら
れ
る
。

（
49
）
閒
島
潤
一
「『
金
縢
』
解
釋
と
周
公
避
居
」（『
鄭
玄
と
『
周
禮
』
―
周
の
太
平
國
家

の
構
想
―
』、
明
治
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
三
四
一
〜
三
四
二
頁
。

（
50
）
顧
頡
剛
・
劉
起

『
尚
書
校
釋
譯
論
』
第
三
册
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）、



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

三
七

一
二
三
七
頁
。「

」
字
の
古
文
は
邑
に
從
い
焚
の
省
聲
、
す
な
わ
ち
林
の
下
に
邑
が

付
く
形
に
作
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合
の
字
形
は
「
楚
」
字
に
似
て
い
る
と
す

る
。

（
51
）『
淸
華
簡
（
壹
）』。

（
52
）
劉
國
忠
「
淸
華
簡
《
金
縢
》
與
周
公
居
東
的
眞
相
」（『
出
土
文
獻
』
第
一
輯
、
中

西
書
局
、二
〇
一
〇
年
）・
黃
懷
信
「
淸
華
簡
《
金
縢
》
校
讀
」（『
古
籍
整
理
硏
究
學
刊
』

二
〇
一
一
年
第
三
期
）・
杜
勇
「
淸
華
簡
《
金
縢
》
有
關
歷
史
問
題
考
論
」（『
古
籍
整

理
硏
究
學
刊
』
二
〇
一
二
年
第
二
期
）。

（
53
）
金
城
未
來
「
淸
華
簡
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）』
の
思
想
的

特
質
」（『
中
國
硏
究
集
刊
』
第
五
三
號
、二
〇
一
一
年
）・
楊
振
紅
「
從
淸
華
簡
《
金
縢
》

看
《
尚
書
》
的
流
傳
及
周
公
歷
史
記
載
的
演
變
」（『
中
國
史
硏
究
』
二
〇
一
二
年
第
三

期
）・
彭
裕
商
前
揭
「《
尚
書
・
金
縢
》
新
硏
」。

（
54
）
顧
頡
剛
・
劉
起

前
揭
『
尚
書
校
釋
譯
論
』
第
三
册
、
一
二
三
七
頁
・
金
城
未
來

前
揭
「
淸
華
簡
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
（
金
縢
）』
の
思
想
的
特
質
」

を
參
照
。

（
55
）
松
本
雅
明
「
金
縢
篇
の
成
立
」（『
春
秋
戰
國
に
お
け
る
尚
書
の
展
開
』、
風
閒
書
房
、

一
九
六
六
年
）、
二
八
六
頁
は
、
現
行
本
『
尚
書
』
に
お
け
る
金
縢
を
泰
誓
・
牧
誓
・

武
成
な
ど
の
武
王
の
克
殷
を
述
べ
る
諸
篇
と
、
大
誥
以
下
の
成
王
・
周
公
を
中
心
と
す

る
諸
篇
と
を
結
ぶ
中
閒
の
一
篇
と
位
置
づ
け
る
。

（
56
）
余
嘉
錫
著
、
古
勝
隆
一
・
嘉
瀨
達
男
・
內
山
直
樹
譯
注
『
古
書
通
例　

中
國
文
獻

學
入
門
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）、
二
一
〇
〜
二
一
二
頁
な
ど
。

（
57
）
淸
華
簡
に
お
い
て
『
周
武
王
有
疾
周
公
所
自
以
代
王
之
志
』
は
、『
尚
書
』
咸
有
一

德
に
相
當
す
る
と
さ
れ
る
『
尹
誥
』
や
『
尚
書
』
說
命
に
相
當
す
る
と
さ
れ
る
『
傅
說

之
命
』
の
ほ
か
、『
逸
周
書
』
程
寤
・
皇
門
・
祭
公
（
祭
公
之
顧
命
）
に
相
當
す
る
と

さ
れ
る
諸
篇
や
、『
尚
書
』『
逸
周
書
』
の
諸
篇
と
同
樣
の
體
例
を
持
つ
と
さ
れ
る
『
尹

至
』『
保
訓
』『
耆
夜
』
な
ど
の
文
獻
と
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
位
置
づ
け
は
現

行
本
の
『
尚
書
』
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（
58
）
顧
頡
剛
・
劉
起

前
揭
『
尚
書
校
釋
譯
論
』
第
三
册
、
一
二
五
三
頁
。

（
59
）
松
本
雅
明
前
揭
「
金
縢
篇
の
成
立
」、
三
〇
五
〜
三
〇
七
頁
。

（
60
）
屈
萬
里
『
尚
書
今
注
今
譯
』（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
九
年
）、
八
四
頁
。

（
61
）
こ
の
關
字
が
管
字
に
通
じ
る
こ
と
は
、
孫
詒
讓
『
墨
子
閒
詁
』（
新
編
諸
子
集
成
、

中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）、
三
九
六
頁
を
參
照
。

（
62
）
朱
鳳
瀚
「
柞
伯
鼎
與
周
公
南
征
」（『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
は
、
こ
の
『
荀

子
』
王
制
や
新
出
金
文
の
柞
伯
鼎
の
記
述
か
ら
、
西
周
期
に
實
際
に
周
公
に
よ
る
南
征

が
行
わ
れ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
柞
伯
鼎
の
銘
文
の
誤
讀
よ
り
生
じ
た
說
で
あ
る
。
木

村
秀
海
「
柞
伯
鼎
銘
文
の
檢
討
」（『
佐
藤
武
敏
先
生
頌
壽
記
念
論
攷
』、『
郵
政
考
古
紀

要
』
第
五
〇
號
、
二
〇
一
〇
年
）
を
參
照
。『
荀
子
』
王
制
に
見
え
る
周
公
南
征
も
說

話
に
屬
し
、
た
だ
ち
に
史
實
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

（
63
）
特
に
『
墨
子
』
耕
柱
の
記
述
に
つ
い
て
、
閒
島
潤
一
前
揭
「『
金
縢
』
解
釋
と
周
公

避
居
」、
三
四
一
頁
は
、
金
縢
の
解
釋
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
金

縢
の
影
響
を
受
け
つ
つ
個
別
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

（
64
）﹇　

﹈
內
の
語
句
は
『
四
部
叢
刊
』
本
す
な
わ
ち
陳
壽
祺
輯
校
本
の
校
注
に
よ
り
補
っ

た
部
分
で
あ
る
。

（
65
）
同
じ
く
前
漢
の
武
帝
期
前
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
淮
南
子
』
の
泰
族
訓
・
要
略
訓
に
も
、

管
叔
・
蔡
叔
が
「
公
子
祿
父
」
を
奉
じ
て
亂
を
お
こ
し
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
66
）
方
詩
銘
・
王
修
齡
前
揭
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
證
』（
修
訂
本
）、
二
四
二
頁
。

（
67
）
方
詩
銘
・
王
修
齡
前
揭
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
證
』（
修
訂
本
）、
二
四
四
頁
。

（
68
）『
竹
書
紀
年
』
の
眞
僞
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、程
平
山
「
百
年
來
《
竹
書
紀
年
》

眞
僞
與
價
値
硏
究
述
評
」（『
中
國
史
硏
究
動
態
』
二
〇
一
一
年
第
六
期
）
が
ま
と
め
て

い
る
。

（
69
）『
今
本
竹
書
紀
年
』
の
武
王
十
四
年
の
條
に
も
「
王
有
疾
、
周
文
公
禱
於
壇

、
作

金
縢
」【
王
に
疾
有
り
、
周
文
公
、
壇

に
禱
り
、
金
縢
を
作
る
】
と
あ
る
。

（
70
）
後
述
す
る
迎
郊
說
に
沿
っ
て
訓
讀
し
た
。

（
71
）
金
縢
の
「
王
出
郊
」
に
關
す
る
解
釋
に
つ
い
て
は
、
楊
振
紅
前
揭
「
從
淸
華
簡
《
金

縢
》
看
《
尚
書
》
的
流
傳
及
周
公
歷
史
記
載
的
演
變
」
が
ま
と
め
て
い
る
。

（
72
）『
淸
華
簡
（
壹
）』。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）




